
日

本

科

賓

幽

外

原

第
_.__ ノ、

著ル研
究

副
腎
皮
質
ノ
機
能
－
一
関
ス

次

同
国

第

一

一

編

緒

論

第
二
編
資
験
ノ
目
的
、
及
ピ
貧
験
方
法

第
一
章
貸
験
ノ
目
的

第
二
掌
貸
験
ノ
方
法

第
一
節
貧
験
材
料

第
二
節
貸
験
動
物

第
三
節
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
／
毒
性

第
三
編
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
／
呼
吸
及
ピ
血
腫
－
一
及
ボ
ス
影
響

第
一
章
・
血
慶
一
一
及
ボ
ス
影
響

第
一
節
一
般
「
エ
キ
ス
」

第
二
節
特
時
間
「
ヱ
キ
ス
」

第
二
章
呼
吸
z
及
ポ
ス
影
響

第
一
節
一
般
1

ヱ
キ
ス
」

第
二
節
持
残
「
ヱ
キ
ス
」

第
四
編
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
／
心
臓
孟
及
ス
影
響

第
六
巻

F司、

原

箸
........ 

fil 

藤

巻

第

参

披

（
第
一
回
報
告
）

京

都

府

立

留

科

大

事

生

理
懇
教
室
（
主
任
越
智
教
授
〉

近

藤

千

藤

第
一
章

第
二
章

第
三
章

一
般
「
ヱ
キ
ス
」

特
殊
「
エ
キ
ス
」

「
ヱ
キ
ス
」
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
L
及
ピ
堕
化
「
バ
リ
ウ
ム
」
ト

／
関
係

第
五
編
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
誕
生
血
管
＝
及
ス
影
響

第
一
章
一
般
「
ヱ
キ
ス
」

第
一
節
家
兎
末
梢
血
管

第
二
節
首
都
末
梢
血
管

第
三
節
墓
内
臓
血
管

第
二
寧
「
ヱ
ヰ
λ

」
／
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
L
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
L

ト
ノ
閥
係

第
六
編
血
路
下
降
物
質
／
本
性
強
昌
英
作
用
機
勝

第
一
章
血
陛
下
降
機
鱒

第
二
季
血
師
陛
下
降
物
質
ノ
木
性

第
七
編
一

考

二

緯

指按

問

（
第
参
競

、J



第
一
一
組
緒

副

腎

機

能

障

碍

ガ

一

定

ノ

疾

患

ヲ

惹

起

ス

Y
コ
ト
ヲ
始
メ
ア
著
服
セ
ジ

A

、

4
一一三－
－
ニ
ヱ
〉
子

一

三

ご

ア

J

デ
ソ
ン

氏

病

ナ

Y

一

病

症

ヲ

費

表

シ

、

其

病

理

解

剖

率

的

所

見

ニ

基

キ

、

副

腎

ト

密

接

ナ

Y
閥

係

ヲ

行

ス

Y

コ
ト
ヲ
唱
フ
M
Y

－二
主
リ
、
副
腎
A

一
部
皐
者
ノ
注
目

ス

Y
所

ト

ナ

ソ

、

漸

ク

之

ガ

研

究

ヲ

企

ツ

Y
モ
ノ
出
ズ

u
y

－
一
至

V

リ

。

然

y
ト
雌
モ
副
腎
皮
質
－
一
就
－
プ
A

之

レ

ヲ

省

U
F

モ
ノ
少
ナ
キ
ガ
如
ク
、

髄
質
－
一
関
ス
グ
’
研
究
A

爾

来

長

足

ノ

進

歩

ヲ

ナ

シ

、

途

－

二

九

O
一
年
高
峰
博

T
等

ニ

依

2ア
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ト
名
ク

Y
物

質

ヲ

化

轡

的

ニ
分
離
シ
、
之
ヲ
以
ア
髄
質
「
ホ

U
Y

モ
シ
」
ナ

y
ト
セ
ラ
グ
、
ニ
及
ピ
、
一
一
般
皐
者
一
二
大
衝
動
ヲ
奥
へ
、
進
ン
デ
皮
日
ノ

機
能
－
一
就
－
ア
毛
研
究

ス

Y
モ
ノ
積
出
ス

Y
ニ
至
レ

η
ノ。

第
六
品
位

，....、
原

著
L」

藤、

立1

論

元
来
、
副
町
内
同
ハ
費
生
撃
上
、
英
原
基
ヲ
異
ニ
ス
ル
皮
質
及
ピ
髄
質
ト
ヨ
リ
成
リ
、
戸
川
州
地

ノ
知
キ
ハ
円
三

2
3三一
2
コ
－
2
・
（
温
血
動
物
／
茂
門
一
－
一
相
常
ス
）
ト
mw
コ
一
ZEdu－－一
久二づっ
『

（
同
帥
脚
質
－
土
利
常
）
ト
－
ご
一
万
レ
、
各
々
樹
立
／
機
能
7
倍
ム
ガ
知
キ
モ
、
高
等
脊
機
動
物
－
一

在
リ
テ
ハ
互
＝
相
癒
合
シ
テ
一
側
ノ
臓
器
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
見
レ
パ
、
滋
巾
動
物
ノ
皮
質

及
ピ
髄
質
モ
各
々
積
立
ノ
機
能
7
脇
工
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ラ

y
ト
ハ
常
然
考
へ
得
一
フ
ル
ベ
キ
所

ナ
リ
。

一

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
／
生
理
的
作
用
ユ
就
テ
ハ
、
一
九

O
二
年
矛
プ
一
＝
一
一
三
－
J
d
N
S
－一三

3
3
－
一
ヨ
リ
始
メ
テ
研
究
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
、
知
シ
。
氏
ユ
依
レ
パ
副
腎
皮
質
「
エ
キ
ス
」
ハ

血
路
上
昇
作
用
及
ビ
心
臓
牧
絡
作
周
ヲ
増
強
シ
、
英
運
動
ヲ
緩
徐
ナ
ラ
シ
メ

、
呼
吸
ニ
狩

シ
テ
ハ
殆
ン
ド
影
響
無
シ
ト
－
X

7
。
其
後
一
、C
T
E
m
－t
二四日
Z5ρ
副
腎
＝
就
テ
精
細
ナ

ル

化
曲
学
的
研
究
ヲ
途
ゲ
、
皮
質
中
ユ
「
ヒ
ヨ
リ

ン
」
（
（一一三－
z
」
ヲ
誇
明

ν
、
良
、
之
ヲ
摘
出

シ
、
皮
質
ハ
髄
賞
品
比
U
J

九
倍
ノ
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ヲ
含
有
シ
、
此
物
円
「
ア
ド
レ
ナ
H

Y

」ト

－

拾
抗
性
ユ
シ
テ
血
陸
ヲ
下
降
シ
、
勝
嬬
動
ヲ
盛
－
一
シ
、
感
液
、
涙
液
ノ
分
泌
ヲ
高
メ
、
家

一

兎
心
臓
品
川
笥
シ
牧
縮
ヲ
遅
延
セ

シ
メ
且
小
ナ
一
フ

シ
ム

ト
云
ヘ
リ
。
予
ニ
一
ニ
L
E
A

－ニ－
Z
E
M
－－M

一一2

一

ユ
2
言
、
ハ
副
腎
皮
質
酒
精
「
ヱ
キ
兄
」
ヲ
蛙
心
臓
－
一
作
用
セ
シ
メ
シ
ユ
著
明
ナ
ル
】
HEN－－

一

z
c
r
ヲ
起
シ
、
家
兎
匙
生
腸
管
運
動
ヲ
抑
制
ス
ル
ヲ
見
テ
、
前
者
ハ
「
カ
り
ウ
ム
」
隠
＝
、

一

後
者
戸
「
ヱ
ピ

ネ
7

リ
ン
」
／
作
用
＝
基
ク
モ
ノ
ト
セ

F
、
久
保
園
氏

三
よ

副
腎
皮
質
「
ヱ

一

六
四
四

（
第
参
球

一、、J

一
シ
－
プ
、
A

ず

B
U口
川
、

r
H
h

一一一ド

キ
ス
」
ヲ
家
兎
子
宮
ユ
作
用
セ
シ
メ
主
（
立
公
作
川
ヲ
認
メ
、
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
品
目
依
リ
並
（
方

奮
作
用
ヲ
完
全
－
一
抑
制
シ
能
ハ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
、
副
腎
皮
質
中
＝
ハ
「
ご
一
三
戸
己
コ
ノ
主
張
セ

ル
「
ホ
ル
モ
ン
」ト

シ
テ

「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
以
外
ニ
何
方
存
在
ス
ル
コ

ト
明
カ
＝

シ
テ
夫
レ
ガ

皮
質
ノ
「
ホ
ル
モ

ン
」
ナ
ヲ
ズ
ヤ
ト
飴
ジ
F
P
。』
一一三ご・
2
a
）
／－一H
－peg－
e＝
三

】
E
－1
E
P
－
－－

？
っ三
J
2
5

徳
光
（O
C

｝』｝
2
2
1－z
z
z
ご
さ
－
z一二－
3

）
等
ハ
、
剥
即
時
百
皮
質
／
機
能
ハ
生
命

保
持
上
位
肌
タ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
詮
明
て
濁
滋
撃
者
、
殊
一
一
〉

E
E司
一
一
松
戸
副

腎
皮
質
ノ
主
作
用
ρ

「
ヒ
ヨ
レ
ス
テ
リ
ン
」
其
他
類
脂
肪
／
貯
蔵
並
＝
調
節
機
関
ナ
ラ
シ
ト

云
ヒ
、
之
三
氏
シ
テ
仰
岡
墜
者
（
一一三三

F
J一
一
滋
ρ

「
ヒ
ヨ
レ
ス
テ
H

Y

L
製
造
機
関
ナ
リ

ト
一一ムへ

リ
。
前
者
ユ
封
シ
ス
3・一三
之
さ
に
こ
こ
：
一
－一
一
三
三
等

・
後
者
三
封
シ

A
E2
2円

（
さ
ノ
貧
験
7
英
論
議
ト
シ
、
犬
又
ハ
家
兎
ヲ
周
ヒ
副
腎
摘
出
後
／
血
液
中
「
ヒ
守
レ
ス
テ

リ
ン
」
消
長
／
知
何
ヲ
検
索
セ

ル
モ
ノ
ユ
シ
皮
質
／
ミ
一
ご
付
キ
貸
験
セ
シ
ユ
ハ
ア
ラ
ザ
ル

ナ
リ
。
森
さ
氏
ハ
種
々
ノ
脂
肪
食
ヲ
奥
へ
テ
剥
腎
皮
質
脂
肪
含
有
金
ト
食
餌
性
「

p
・へミ

1
」
叉
ハ
「
ヒ
イ
ル
コ
レ
ス
テ
ヱ
ミ
l
」
ノ
増
減
関
係
ヲ
研
究
セ
ル
モ
英
機
能
ノ
如
何
ヲ
説

明
ス
ル

－
一
至
ラ
ズ
。
開
眼
津
（
三
氏
ハ
副
腎
ト
「
ヒ
ヨ
レ
ス
テ
り
ン
」
代
謝
ト
ノ
関
係
ヲ
研
究

シ
、
街
、
皮
空
ー
ヱ
ヰ
ス
」
ノ
作
用
ニ
就
テ
モ
検
索
セ
ル
－
一
「
ヒ
ヨ
レ
ス
テ
り
シ
」
代
謝
＝
関

係
鉱
山
キ
ガ
知
シ
ト
論
ジ
、

期
江
氏
（

3
ハ
制
限
H
皮
質
峰
崎
灼
後
、
並

－
－
切
除
後
’
血
液
中
＝

「
ヒ
ヨ
レ
ス
テ
p
y
L
ノ
培
法
ヲ
見
、
叉
、
河
野
氏
主
）
ハ
副
腎
皮
質
及
ピ
鐙
質
「
エ
キ
ス
」
ノ



血
液
中
脂
肪
及
ピ
類
脂
肪
／
影
響
三
杭
テ
研
究
セ
り
。
其
他
諸
種
鯵
染
病
久
ハ
中
毒
－
一
際

ジ
副
腎
／
優
サ
ル
、
事
ハ
多
数
ノ
報
告
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
之
ヲ
賀
験
的
－
ご
設
明
セ
ル
モ

ノ
ア
リ

2
2
3
ω
Z
τ
一E
口
目
。

Z
正
（
孟
）
ハ
副
腎
皮
質
機
能
ト
綱
紋
織
内
皮
細
胞
系
統
ト

ュ
一
定
／
閥
係
ア
ル
ヲ
認
メ
、
ど
こ
で
〔
E
ぷ
副
腎
ヲ
除
去
セ
ル
動
物
ハ
、
諸
種
毒
物
－
一
野

シ
感
受
性
ガ
高
7

ル
コ
ト
7
認
メ
、
藤
井
氏

F
U）
ハ
副
瞥
皮
質
寸
ヱ
キ
ス
」
ハ
諸
種
毒
物
－
一

割
シ
解
毒
作
用
ア
リ
ト
一石
ヒ
、
関
、深

｛三

氏

ハ
副
腎
摘
出
白
鼠

－一一副
腎
皮
質
札
制
州
ヲ
注
射

セ
ル
ユ
封
照
品
比
シ
大
差
無
キ
ガ
刻
午
成
総
ヲ
得
タ
リ
。
ア
｝
F
e
Z
1
2
ハ
副
腎
皮
質
ノ
解

剖
率
的
構
造
＝
ヨ
リ
恐
ク
血
液
中
ヨ
リ
諸
種
物
質
ヲ
吸
収
シ
巾
和
無
山
中
山
－
一
λ

ル
機
能
ヲ
有

A

ル
テ
ラ
ン
ト
云
ヒ
、
と
7
2
2
3
c＝
ミ
z
－2
ケ

ν【
ミ
一
三
十
？
？
一3
3
等
ハ
史
笠
ノ
主
作
用

ハ
「
ノ
イ
リ
ン
」
ヲ
中
和
シ
比
較
的
無
害
ノ
モ
ノ
ト
免
ス
、
故
ユ
一
則
腎
術
出
後
／
死
亡
久

ハ
小
川
利
引
川
氏
病
ハ
「
／
ヰ
リ
ン
」
中
毒
z
基
図
ス
ト
云
へ
リ
。
〉
ケ
セ
一
三
－
3
3
L
Z
－一
3

4

円O
E」

E
等
（
ご
ハ
皮
質
／
機
能
ハ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
同
化
－
一
重
要
ナ
ル
役
目
ヲ
鈴
ス
ト
云

ヒ、

H
P
J
4
E
C一V
－E
－
2
）ハ

皮
質
中
ユ
ハ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
－
久
ハ
之
昌
一
類
似
／
物
質
プ
詮
明

シ、

F
『＝ミ
ι
2

ヨ
H2F
っ
と
句
さ
ニ
三
ご
（
三
国
－

E
三一
三
三

Z
2・
等
ハ
色
素
形
成
一
一

関
係
ア
リ
ト
論
ゼ
リ
。
近
叫
吋
川
向
同
戊
日、
ノ
乾
燥
粉
末
又

ハ説（
「
エ
キ
λ

・芳
生
健
ノ
俊
育
及

ピ
分
化
一
一
豆
大
ノ
関
係
ア
リ
ト
解
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
印

bz－31
2よ
乾
燥
粉
末
7
用
ヒ
テ

鳩
糾
ヲ
、
】
三
コ
一
戸
三
三
）
ハ
「
エ
キ
ス
」
ヲ
用
ヒ
テ

m
F
E
L
E
－－G
三
2
2
っ
さ
ユ
ー
一
言
及
ビ
細

菌
ヲ
培
養
シ
、
〈

E
・
』
円
。
～

5
2
L
E
E－
ハ
乾
燥
ル
米
ヲ
用
ヒ
テ
附
川
町
R
A
ビ
ピ
さ
一

z一一F

可
＝
芯
し
同
ヲ
、
目
。
コ

E
＝
ロ
｛
さ
ハ
白
白
品
ヲ
新
鮮
ナ
ル
皮
質
ヲ
以
テ
附
養
シ

、－

Uz－－3
』【
2

2

3
X
白
鼠
ユ
就
テ
、
』
ハ
円
三
宅
内
定
一
J

H
内

c
－－三
さ
d
－
。
宅
等
（
ビ
ス
細
菌
＝
テ
、
日
～
－
ω
ridw
〉
三
一
三
u

，

E
X
幼
日
柄
家
見
品
テ
、
（
，p
d
E
T－
－
・
門
、
己
主
主
｝
ハ
海
縦
一
－
e

ァ
、
池
よ
3
3原
田
2
3世
帯
ハ
刷
附
処
－
－

於
テ
皮
質
粉
末
ヲ
用
ヒ
飼
養
ヲ
行
ヒ

9
9
。
英
他
、
副
腎
術
向
＝
依
ル
民

S
F
Z身
EH回目。

一一野
シ
テ

ハ
2
5
r
H
（
恒
三
ハ
皮
雪
ヱ
ヰ
ス
」
ノ
有
効
ナ
ル
ヲ
認
ム
ル
モ

HH－

F
E
E－ι

（ムご
ρ

無
効
ナ
ル
成
治
7
得
タ
リ
ト
云
7
0

含
水
炭
素
新
陳
代
謝
ユ
閥
シ
テ
ハ
徳
光
〔
雪
氏

ハ
制
野
皮
質
ハ
勝
臓
ト
北
ハ
働
性
－
一
シ
テ
髄
質
ト
措
抗
性
－
一
作
用
λ

ト
一
石
ヒ
、
間
関
淳
氏
三
）

ハ
白
出
品
－
一
一
削
腎
皮
質
札
制
ヲ
家
見
ノ
腹
腔
内
－
一
注
射
λ

ル
時
ハ
怨
血
糖
伯
作
用
ア
ル
ヲ
丸
、

堀
江
氏

2
2

ハ
皮
冥
エ
キ
ス
」
プ
家
兎
静
脈
内
ユ
注
射
ス
ル
時
ハ
最
初
一
過
性
品
血
糖
ガ

増
加
シ
、
次
J
T
下
降
シ
、
其
状
態
全
ク
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ノ
夫
レ
－
二
致
シ
髄
質
「
ホ
ル
モ
ン
」

一
一
封
シ
全
ク
措
抗
性
作
用
ア
リ
ト
云
へ
リ
。
叉
上
野
氏
三
ζ

ハ
全
タ
別
種
ノ
方
法
－
一
テ
副
腎

皮
官
つ
ヱ
キ
ス
」
ハ
血
糖
三
釘
シ
「
ヰ
ン
シ

T
H
ン
」
機
物
質
ヲ
含
有
ス
ト
一エ
ヒ
、
織
田
氏
（
さ

ハ
副
腎
皮
質
』
ヱ
キ
ス
」
ハ
血
機
－
一
封
ン
「
ヒ
ヨ
リ
シ
」
ト
問
機
1

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
溢
血
糖
／

抑
制
及
ピ
「
ヰ
ン
シ
ユ
リ
ン
」
低
血
帥
開
ヲ
増
強
ス
ル
コ
ト
ニ
封
シ
堀
江
氏
ト
一
致
ス
ル
所
ナ

ル
モ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ニ
反
際
無
キ
ト
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
隙
去
「
ヱ
ヰ
ス
」
－
一
モ
品
問
、
血
糖
降
下
作

用
ガ
存
在
λ

ル
コ
ト
－
T
依
り
前
者
三
氏
シ
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ト
別
種
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
結
論
セ

リ
。
町
一
定
日
互
角一切
一
ざ
と
二
，

X
従
来
／
人
々
ト
異
リ
犬
R
A
ビ
白
鼠
ヲ
用
ヒ
手
術
的
－
一
刻
ぬ

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

正一悩
W
A
7
焼
灼
シ

テ
、
血
糖
調
節
ノ
吠
沼
山
ヲ
閥
抗
ハ
ン
ト
セ

p
。
而
シ
テ

副
好
機
能
不
全
症
状
ノ
強
キ
モ
ノ
ホ
ド
血
糖
降
下
作
用
ガ
著
シ
キ
Z

依
日
、
副
腎
摘
出
後

－一一

m
mw
一
二
流
ハ
ル
、
低
血
栂

ハ
皮
質
／
飲
設
ガ
関
係
ア
ル
モ
／
、
知
シ
ト
云
ヒ
、
種
、謀
、

郷
江
、
織
同
氏
等
ガ
皮

Etエ
キ
ス
」
ヲ
用
ヒ
血
締
下
降
作
用
ア
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ニ
剖
y
反

お
ノ
現
象
プ

ur
セ
ル
ガ
刈
シ
。

斯
ク
ノ
如
ク
副
腎
皮
質
ノ
機
能
－
一
就
－
プ
、
先
進
諸
家
ノ
業
蹟
ヲ
按
ズ
W
y

－
－
甚
ダ
多
方
面
ニ
一
日
一

y
研
究
セ
ラ
レ
、
殆
ン
ド
解
決
セ
ラ
レ
タ

y

ガ
如
ク
ニ
ジ
ア
而
そ
詳
細
－
一
之
ヲ
迫
究
ス

Y
時
A

備
不
明
ノ
域
ヲ
股
セ
ず
Y
ガ
知
シ
。
是
レ
漏
血
動
物
－
一
於
－
プ
刀
、
皮
髄
互
－
一
癒
合
シ
ア
一
個

ノ
濁
立
臓
器
ト
成
レ

Y

7
以
ア
、
個
々
分
離
ジ
テ
探
究
ス
U
Y

コ
ト
至
難
ナ

Y
ト
、
又
、
副
腎
制
出
ニ
因
Y
欠
落
症
蹴
卜
ジ
－
ア
早
期
－
一
瀕
死
斌
態

第
六
容

ili. 

藤

ト
ナ

y
、
然
－
フ
ザ
Y

モ
ノ
A

副
々
腎
ノ
存
在
－
一
依

y
代
償
機
能
ヲ
替
ミ
、
又
A

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
研
究
複
雑
－
一
シ
ア
容
易
一
一
英
機
能
ヲ
設

、、J

F『

原

箸
L」

六
間
五

（
第
参
就



第
六
巻

F可

原

著
L」

ili. 

藤

六
四
六

（
第
参
波

四
、、、J

明
ス

Y
能
λ

ズ
、
潟
メ
ニ
宜
（
機
能
ヲ
探
究
ス

Y
上
一
一
多
大
ノ
支
障
ア
来
ス
ガ
故
ナ
Y

ペ
シ
。

余
A

大
正
十
五
年
六
月
以
来
之
レ
ガ
研
究
一
一
著
手
ジ
、
先
ズ
副
骨
皮
質
成
分
ノ
生
雄
準
的
、
薬
物
準
的
作
用
並
ニ
之
ガ
生
韓
ニ
及
ポ
ス
影
響

等
ヲ
観
察
シ
、
最
後
－
一
副
腎
抽
出
、
髄
質
叉
A

皮
質
焼
灼
ノ
場
合
等
ノ
諸
椅
僚
件
ヲ
用
ヒ
ア
一
副
宵
皮
質
機
能
ノ
意
義
ヲ
窺
知
セ
ン
ト
固

y
、漸

ク
一
部
成
靖
ノ
結
末
ヲ
告
グ

y
z
至
レ

Y

7
以
ア
悲
ニ
報
告
し
V
4
7
、
諸
賢
ノ
叱
正
ヲ
煩
A

＋
ノ
ン
ト
ス
。

賓
駿
ノ
目
的
及
ビ
賓
臨
方
法

第

一

章

賢

騒

ノ

目

的

副
腎
髄
質
ヨ
リ
「
ア
ド

γア
y
y
」
ヲ
産
生
シ
、
之
ガ
一
般
新
陳
代
謝
ニ
章
一
要
ナ
Y
役
目
ヲ
演
ズ

Y
事
λ

周
知
ノ
如
グ
ナ
Y
ガ
、
副
腎
皮
質
－
一

ア
モ
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
ア
産
生
シ
、
之
ガ
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ニ
措
抗
性
－
一
作
用
ス
ト
A

F

O

一Z
E
E
－
E
以
来
多
数
ノ
人
々
ノ
報
告
セ

Y
底
ナ

y
。
然

レ
ド
モ
業
後
「
ヒ
ヨ

y
ン」
λ

一
般
臓
器
一
一
－
プ
読
明
セ
ラ

y
、
二
至

y
大
一
一
其
理
償
ア
失
墜
セ
シ
メ
タ
Y
ガ
如
ジ
。
余
A

副
協
同
皮
質
成
分
ニ
就

－
ア
生
物
率
的
研
究
方
法
ニ
ヨ
リ
果
シ
ア
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
ナ
Y

ャ
或
A

夫
レ
以
外
ニ
如
何
ナ
Y
作
用
ヲ
有
ス

Y
物
質
ヲ
合
有
ス

Y
ヤ
ヲ
探
究
守
山

y

ヲ
以
ア
先
決
問
題
ト
瀦
セ

y
。
市
ジ
ア
従
来
多
ク
ノ
皐
者
－
一
依

yeプ
研
究
セ

ラ
レ
b
y
y

ガ
加
ク
只
一
部
ノ
成
績
ヲ
以
－
プ
ノ
ミ
判
断
ス

Y
ヲ
避

ヶ
、
庚
ク
系
統
的
生
期
的
作
用
－
一
ヨ

y
、
業
本
性
ヲ
窺
ヒ
以
－
ア
副
腎
皮
質
機
能
ヲ
知
Y
ノ
資
料
－
一
供
セ
ン
ト
企
園
シ
タ
リ
ノ
。

第
二
編

第

二

章

駿

方

法

由
来
、
内
分
泌
機
能
ヲ
研
究
ス

Y

ニ
営
該
臓
器
ァ
刻
出
シ
、
閃
－
ア
起
Y
ペ
キ
欠
落
痕
朕
ァ
観
察
シ
、
又
A

業
臓
器
成
分
ァ
奥
へ
閃
ア
営
該
臓

器
ノ
機
能
充
進
航
態
ユ
在
－
フ
シ
メ
、
業
生
鰹
ニ
起
Y

ペ
キ
品
位
化
ヲ
検
索
ジ
、
以
ア
笠
（
臓
器
ノ
内
分
泌
機
能
ノ
如
何
ヲ
探
究
ス

Y

ヲ
常
ト
ス
。
余

A

前
章
遁
ペ
タ
y
d
N

却
キ
目
的
－
一
ヨ

y
先
ズ
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
生
理
的
作
用
－
一
ツ
キ
研
究
セ
シ
ト
ス
。
而
ジ
ア
五
－
一
A

一
般
－
一
百
一
Y
貫
駿
方
法

ヲ
記
ス

Y

ニ
止
メ
他
A

便
宜
上
、
営
該
貫
験
－
一
営
リ
ノ
ア
述
プ

Y

コ
ト
ト
ス
ペ
ジ
。

第

一

節

賓

験

材

料

貫
験
材
料
タ
Y
副
腎
A

牛
ノ
副
腎
ヲ
使
用
セ

y
。
之
レ
材
料
ノ
得
易
ク
旦
臓
器
ノ
比
較
的
大
ナ
Y
潟
メ
皮
質
及
ピ
髄
質
f

分
離
ガ
容
易
ナ
M
F

賓



田－由
M
F

。
而
シ
ア
「
ヌ
キ
ス
」
製
造
－
一
際
シ
ア
A

仙
川
メ
－
プ
複
雑
ナ

Y
操
作
ヲ
行
ア
事
ヲ
避
ケ
タ

y
。
之
レ
不
明
ナ
M
F

化
準
的
接
化
ヲ
起
シ
、
特
殊

ノ
モ
ノ
ヲ
化
生
ス
M
F

恐
レ
ア

Y

7
以
－
ア
ナ

9
0

第
－
項

料

製
・
法

ヰオ

京
都
市
庶
場
ヨ
リ
撲
殺
後
直
一
ニ
妹
リ
由
来
日
、
氷
室
内
ユ
入
レ
少
量
ヅ
、
取
り
出
シ
、
脂
一

肪
巌
ヲ
剥
離
シ
英
中
央
ユ
一
於
テ
一
扇
m
T
ナ
ル
箇
ニ
平
行
シ
テ
切
牛
λ

0

4

坑
デ
其
色
海
、
碩
皮
一

ヲ
標
準
ト
シ
テ
僚
＝
皮
質
－
二
切
リ
込
ム
知
ク
反
前
回
ヲ
以
テ
皮
質
ヲ
前
回
除
ス
。
（
此
際
、
若
シ
一

手
叉
ハ
器
物
ガ
髄
質

－一緒

レ
タ
ル
時
ハ

必
ズ
洗
滋
ス
）
。
斯
ク
シ
テ

一
定
量
ヲ
得
タ

ル
時
ハ

一

之
レ
ヲ
肉
挽
本
ヲ
用
ヒ
テ
砕
挫
シ
、
之
ヲ
乳
鉢
内

＝
入
レ
テ
ス
リ
砕
キ
乳
状
ト
魚
ス
。
次
一

第
二
項

－
般
「
ヱ
キ
ス
」
製
法

二
〉
、
「
水
ヱ
キ
ス
」
。
乳
状
ト
魚
セ
ル
臓
器
重
量
ユ
封
シ
、
三
叉
ハ
五
／
割
合
－
工
会
館
水

ヲ
H
山ジ
、
時
々
擁
持
シ
、
氷
室
内
ユ
約
十
五
時
間
浅
出
ス
。
之
ヲ
電
気
遠
心
器
－
一
テ
コ
一
十

分
間
庭
置
シ
、
主
（
上
清
ヲ
採
り
十
分
一
定
競
「
ナ
ト
ロ
ン
ラ
ウ
ゲ
」
一
一
テ
中
性
ト
鴛
シ
手
使

用
ス
。

（
ニ
）
、
「
ア
ル
コ
ホ

1
ル
ヱ
キ
ス
」
。
蒸
繍
水
＝
代
フ
ル
ユ
局
方
酒
精
ヲ
周
ヒ
、
室
温
エ
於

テ
約
十
五
時
間
、
時
々
摘
出
品
什
シ
ツ
、
浸
出
ス
。
然
ル
後
、
滅
、過
紙
ヲ
用
ヒ
テ
澱
過
ス
。
英

鴻
液
ヲ
擬
氏
七
十
皮
ノ
水
浴
上
＝
於
テ
扇
風
機
ヲ
同
月
ヒ
テ
燕
後
シ
、
酒
精
臭
気
／
会
ク
消

失
見
ル
－
一
五
リ
テ
止
ム
。
慈
－
於
テ
、
水
「
エ
キ
ス
」
ト
同
様
、
臓
器
乳
重
量
一
一
品
調
シ
、

第
一
ニ
項

二
〉
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
・
J

L
破
態
。
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
中
ユ
ハ
常
z

多
少
／
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」

叉
ハ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
様
物
質
ガ
混
在
シ
、
震
メ
一
二
貰
験
成
績
ノ
不
定
7
来
ス
コ
ト
屡
々

ナ
ル
ヲ
以
テ
、
英
作
用
ヲ
除
タ
タ
メ
舵
素
叉
ハ
空
気
ヲ
遁
ジ
タ
ル
キ
「
ヱ
キ

ス
L

中
ユ
混
在

ス
ル
諸
一
獲
物
質
z

障
得
セ
ラ
レ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
過
一
酸
化
水
素
（
一
一
一
北
ハ
切
オ
キ
シ
フ

ル
）
ノ
少
量
ヲ
溶
液
中
ユ
加
へ
、
水
浴
上
＝
於
テ
扇
風
機
ヲ
用
ヒ
テ
蒸
後
シ
全
ク
乾
燥
ス

ル
ユ
至
ラ
シ
ム
。
－
次
デ
一
定
量
ノ
浴
媒
ヲ
加
へ
テ
中
性
ト
然
シ
使
用
＝
供
ス
。

特
殊
「
ヱ
キ
ス
」
製
法

第
六
巻

F「

原

藤

著
L...J 

近

デ
之
ヲ
秤
量
シ
テ
主
（
重
量

一
＝
封
シ
テ
三
乃
五
五
、
同
粉
末
ユ
於
テ
ハ
一

O
乃
至
二

0
・
0

蛇
／
制
令
－
一
水
叉
ハ
酒
精
等
ヲ
混
合
シ
約
十
五
時
間
市
内
向
シ
テ
｛
，
ヱ
キ
ス
L

ヲ
作
ル
。
叉
、

皮
質
粉
末
ヲ
伶
ル
－
二
時
叶
挫
シ
タ
ル
臓
器
ヲ
清
洗
セ
ル
硝
子
板
上
－
一
国
民
ベ
日
光
及
ピ
扇
風

機
ヲ
用
ヒ
テ
念
法
－
一
乾
燥
セ
シ
メ
再
ピ
乳
鉢
＝
入
レ
テ
粉
末
扶
ト
ナ
ス
。

三
乃
五
五
倍
ノ
蒸
倒
閣
水
叉
ρ

リ
ン
チ
ヤ

1
氏
液
ヲ
法
加
シ
テ
溶
解
シ
、
中
性
波
ト
シ
テ
使

用
ス
。

（
三
）
、
「
ヱ

1
テ
ル
ヱ
キ
ス
」
J

前
者
ト
会
ク
同
様
一
一
シ
テ
、
只
酒
精
ユ
代
フ
ル
ユ
局
方
「
エ

ー
テ
ル
」
ヲ
使
用
ス
ル
ヲ
異
ル
勤
ナ
リ
ト
ス
。

（
四
）
、
融
制
燥
粉
烹
「
ヱ
キ
ス
」
。
新
鮮
「
ヱ
キ
ス
」
製
法
ト
同
様
ナ
ル
モ
、
乾
燥
＝
ヨ
リ
臓
器

重
量
ハ
約
四
分
ノ
一
－
一
減
少
ス
ル
ヲ
以
テ
英
粉
末
一
品
川
笥
シ
十
乃
至
二
十
倍
ノ
溶
媒
ヲ
用

（
ニ
）
、
「
エ
ー
テ
ル
L
抽
出
物
。
「
ヱ
キ
ス
L
中
＝
移
行
シ
来
ル
脂
肪
ヲ
須
藤
氏
脂
肪
蒸
倒
器

一
一
依
リ
「
ヱ

l
－ア

ル
L

ヲ
用
ヒ
テ
抽
出
ス
。
叉
「
ヱ
キ
ス
L
中
－
二
百
有
λ

ル
脂
肪
類
ヲ
完
全
－
一

抽
出
ス
ル
究
メ

一一
円
十
五
時
間
乃
至
二
十
時
間
使
用
λ

ル
時
ハ
滴
下
ス
ル
「
エ
ー
テ
ル
」
ノ

少
量
ヲ
「
ウ
ー
ル
グ
ラ
ス
」
－
一
取
ル
モ
痕
跡
ヲ
胎
サ
ザ
ル
ユ
至
ル
。

（
三
）
無
蛋
白
「
Z
キ
ス
」
。
復
雑
ナ
ル
操
作
ヲ
「
ヱ
キ
ス
」
三
加
フ
ル
時
ハ
特
殊
物
質
ノ
化
生

ス
ル
ヲ
恐
レ
、
車
品
「
ア
ル
ヨ
ホ
ー
ル
」
ヲ
以
テ
蛋
白
ヲ
除
去
シ
タ

p
。
即
、
純
、
酒
精
7

六
四
七

（
第
参
競

五〉



第
六
巻

F、
原

藤

著
~ 

近

「
ヱ
キ
ス
L

－
一
加
フ
ル
時
ハ
雲
相
晶
状
ノ
物
質
ヲ
生
ズ
。
此
鴻
液
ヲ
表
後
ッ
、
殆
y
ド
乾
燥
ス

ル
一
二
兎
リ
碍
ヒ
純
酒
精
ノ
一
定
量
ヲ
加
で
能
グ
概
捧
シ
氷
室
内
－
二
定
時
間
静
霞
シ
、

・
次
デ
前
問
機
、
糠
過
祇
ヲ
以
テ
滅
過
ス
。
新
ク
ス
ル
コ
ト
数
回
Z

シ
テ
蛋
白
反
感
郎
「
ズ

ル
ホ
サ
リ
チ

1
ル
」
酸
、
「
キ
サ
ン
ト
、
プ
ロ
テ
イ
ン
」
「
ビ
ウ
レ

1
ト
」
ミ
ル
ロ
ン
氏
反

際
世
守
殆
ド
陰
性
ト
ナ
ル
一
二
主
ル
。
倫
、
反
際
現
ρ

ル
、
時
ハ
操
作
ヲ
反
復
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

斯
ノ
知
ク
純
「
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
L

－
一
テ
ハ
容
易
ニ
蛋
白
ヲ
除
去
ス
ル
事
能
ρ
ザ
ル
＝
依
リ
此

操
作
三
間
ル
有
効
成
分
ノ
扱
失
ハ
大
ナ
ル
モ
無
機
腫
類
モ
此
際
ユ
大
部
分
除
去
シ
得
ル
モ

ノ
ト
ス
。

（
四
）
、
「
ア
セ
チ
リ
ー
ル
－
J

ダ
」
』

FSH－
一
品
同
ロ
ヨ
開
。
無
理
則
自
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
蒸
費
、
兆
三
セ

シ
メ
之
＝
少
ル
引
一
／
無
水
酷
酸
ヲ
加
へ
強
夕
焼
件
シ
ッ
、
・
水
浴
上
二
於
テ
扇
風
機
ヲ
用
ヒ
時
．

第
二
筒

賓
験
動
物
．
皮
ビ
寅
駿
方
法

主
ト
シ
テ
家
兎
及
ピ
背
番
ヲ
用
ヒ
、
其
他
寅
験
ノ
目
的
＝
依
リ
嵐
、
犬
、
蚊
等
ヲ
用
E
、
何
一

レ
モ
健
康
ナ
ル
動
物
ヲ
撲
ピ
タ
リ
。
日
常
飼
養
ρ

家
兎
＝
於
テ
ハ
毎
日
一
一
凶
豆
腐
カ
ラ
ヲ
一

胤
二
、
一
定
期
間
飼
養
ス
ル
モ
ノ
－
一

ρ
時
々
草
叉
ハ
野
楽
ヲ
出
品
ハ
へ

F

P
。

↑

第
三
笥

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
毒
性

一
般
臓
器
浸
出
液
ハ
所
鏑
「
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
ソ
イ
ド
」
物
質
ヲ
含
有
シ
、
之
ヲ
動
物
静
脈
－

内
ニ
注
入
ス
ル
時
ハ
其
使
用
盆
－
ニ
際
ジ
’m降
下
降
、
呼
吸
困
難
、
耳
閉
山
、
口
一
唇
「
チ
ア
ノ
I
↑

ぜ
」
、
磁
札
散
大
乃
至
眼
球
突
出
及
ビ
占
拠
態
俊
作
等
ノ
所
調
「
ア
ナ
ア
イ
ラ
キ
シ

1
、
シ
ヲ
一

ヴ
ク
」
様
症
紙
ヲ
墨
シ
、
念
劇
死
ヲ
招
来
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
一
般
／
認
ム
ル
慮
ナ
リ
。
副
一

ムハ四
A

〈
第
参
城

六）

島
民
セ
シ
メ
、
充
分
乾
燥
シ
、
会
ク
臭
気
無
キ
二
手
フ
シ
ム
。
氏
場
合
－
一
於
テ
モ
使
用
セ
シ

臓
器
重
量
了

ニ
封
シ

コ
一
乃
至
五
ノ
割
合
二
夜
間
水
叉
ハ
リ
ン
ヂ
ヤ

1
氏
液
7

加
7
0

（
五
）
、
煮
沸
「
ヱ
キ
ス
」
。
一
定
量
／
「
エ
キ
ス
」
7
試
験
管
内

二
採
り
水
硲
内
エ
於
テ
百
度

－
一
煮
沸
ス
ル
コ
ト
、
一
時
間
、
冷
却
・
後
減
退
紙
ヲ
以
テ
憾
過
シ
、
元
ノ
「
ヱ
キ
ア

」容
量
ト

ス。（六
〉
、
灰
化
、
司
空
白
国
各
国
出
向
・
。
「
エ
キ
ス
」
ノ
一
定
量
ヲ
取
リ
陶
器
製
「
ル
ツ
ボ
」
一
一
入
レ

初
メ
徐
々
ニ
判
川
シ
テ
飛
散
ヲ
防
ギ
、
会
ク
乾
燥
ス
ル
ユ
至
レ
パ
強
熱
7
加
へ
一
時
間
灼
熱

ス
。
冷
却
後
原
臓
器
重
量
了
一
二
封
シ
了
ノ
割
合
－
一

英
国
水
又
ハ
リ
ン
ヂ
ャ
！
氏
波
ヲ
加

へ
時
々
様
作
シ
ッ
、
約
一一一
十
分
水
が
上
ユ
於
テ
浪
漫
シ
減
過
紙
ヲ
以
テ
減
退
ス
。

資
験
方
法
ハ
各
方
面
－
二
回
一
リ
厳
ク
行
ヘ
ル
ヲ
以
テ
便
宜
上
其
ノ
都
度
記
載
ス
ル
コ
ト
、

λ

。
取
宵

ι
就
テ
モ
飯
田
一
、
一
八
七
九
年
』
V
1
7
5
2
一
三
三
＝
依
リ
其
水
「
エ
キ
ス
」
－
一
毒
性
ア
ル

ヲ
認
メ
ラ
ル
、
爾
Mm
多
数
／
人
々
ニ
依
リ
英
来
態
一
一
就
テ
論
争
セ
ラ
レ
n
ア
ル
怠
ナ
ル
モ
皮

質
「
エ
キ
ス
」
－
一
就
テ
ハ
未
ダ
研
究
無
キ
ガ
知
シ
。
而
シ
テ
「
ム
キ
ス
」
ハ
其
製
遣
法
一
一
依
リ

テ
モ
其
毒
性
＝
差
異
ヲ
生
ズ
ル
ヲ
以
テ
先
ヅ
曜
日
験
一
一
際
ジ
其
毒
性
／
概
略
ヲ
検
索
セ
リ
。

第
－
項

乾
燥
粉
末
（
＝
。
）
水
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
「
マ
ウ
ス
」
二
割
ス
ル
毒
性

庖－
T
付
キ
、
十
三
括
内
外
＝
於
テ
動
物
ヲ
鈴
ス
コ
ト
ヲ
得
。

曲
賞
駿
法
。
「
マ
ウ
ス
」
／
憾
重
ヲ
計

p
、
目
標
－
ゴ
依
リ
事
官
就
ヲ
付
ス
。
最
小

0
・
0
四
施
ヨ
日

最
大

0
・
五
拓
三
主
ル
量
ヲ
側
腹
皮
下
ユ
法
射
シ
、
其
吠
兆
ヲ
観
察
セ

H
。
而
シ
テ
憧
重
一

〈
第
一
表
V



重
（
武
）

「
7

ウ
ス
」
＝
於
ケ
ル
賓
験
第
一
表

法
射
量
（
姥
）

番

一
二
・
九

一

－ 一

九・

O

四

一
二
・
七

0
・0
四

0
・0
四

0
・0
五

0
・0
六

0
・0
七

0
・0
八

第
二
項

成
生

存

績

十十十
七

一
一． 
一一

賓
験
一
？
先
ナ
鰻
重
了
間
五

O
庖
ノ
家
兎
－
ご
匂
五
分
毎
一
一
二
・
沌
了
八
施
、
及
ピ
コ
詫
ノ

コ
一
回
一
一
合
計
五
・
八
路
ヲ
耳
静
脈
内
一
三
注
射
ス
ル
－
一
、
呼
吸
煩
数
苔
悶
ノ
状
態
ヲ
嬰
ス
ル
モ

死
亡
ス
ル
ユ
至
一
フ
ズ
。
之
レ
「
タ
フ
イ
ラ
キ
シ
1
」
三
，
E
L
－－d一三
ZTA）
ユ
因
ル
ベ
キ
モ
一
・

砥
ニ
劉
シ
二
乃
歪
三
・
括
迄
ハ
死
亡
セ
サ
ル
ベ
シ
ト
思
ヒ
健
重
了
託
＝
針
シ
二
・
括
ノ
注

射
量
ヨ
リ
貧
験
ヲ
始
メ
タ
リ
。

家
兎
ユ
於
ケ
ル
笈
験
第
二
表

五

九
・
六

一
了
。

ム，、
番

穏

重
（
託
）

1虎

一一・

o
一
O

一一・二

0
0第

三
編

第
六
巻

.－‘ 原

注
射
量
（
沌
）

四・

O

五
・
五

同

右

九
・
八

，，、

一0
・五

九

一
一
・
八

0
・0
九

0
・一

o

0
・
一
五

0
・二

O

0
・
二
五

。0
・五

O

同

右

表
三
京
ス
知
ク
第
阿
波
ハ
注
射
後
直
＝
一
角

t
セ
ル
モ
第
五
披
ハ
註
射
一
後
、
呼
吸
促
迫
苦

闘
ノ
状
ヲ
塁
セ
シ
モ
死
亡
ス
ル
ニ
至
ラ
ズ
、
翌
日
＝
至
H
死
亡
セ
ル
ヲ
見
9
9
0
要
ス
ル

ヱ
僅
カ
数
例
＝
由
リ
其
致
死
量
ヲ
云
々
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
モ
、
略
ん
吋
鰻
重
一
延
－
ニ
封
シ
家

兎
静
脈
内
注
射
量
三
・

O
路
前
後
7
以
テ
致
死
量
二
近
似
セ
ル
数
量
ナ

P
ト
云
フ
ヲ
得
ベ

夕
、
叉
吾
人
／
日
常
使
用
＝
劉
シ
之
ヲ
以
テ
標
準
ト
鴛
シ
遁
常
健
重
了
延
一
ニ
封
シ
二
・

o

括
以
下
ヲ
使
用
セ

F
。

著
、－＇

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
呼
吸
反
ビ
血
塵
エ
及
ス
影
響

近

同

ー昇．

IJ:J 

同

右

同

右

問

右

新
鮮
「
ア
ル
コ
ポ
ー
ル
、

著
遜
ナ
シ

成
同

右

藤

十

一一一． 
一一

一一． 
一一

一
七
・
五

ヱ
キ
ス
」
ノ
家
鬼
Z
劉
ス
ル
毒
性

続

一一・
0
0
0

四

了
八

0
0

五

一・九二一

O
六
四
九

右

数・同
日寺
間

シ

テ
死
亡

二
、
＝
一
時
間
＝
シ
テ
死
亡

同

右

同

右

同

右

五・

o

者＝注同
問射
／後
吠直
ア二

リ死

禁
日
死

右

五
・
四

五
・
八

（
第
多
務

七、＿，



第
六
巻

，...司
原

善
、」

近

藤

六
五

O

（
第
参
披

八．
、＿，.

序

言
一
九

O
二
年

rプ
ι
c
t
cけ
で
C
N
X
C
E
F
F

（
お
よ

皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

血
腫
ア
上
昇
セ
シ
ム

Y
作
用
ヲ
有
ス

Y

毛
呼
吸
－
一
A

殆
ン
ド
影
響
無
シ
ト
云

ヒ
、
円
LAL
－－z
h
F
－＝－
3

A

よ
皿
腿
下
降
作
用
ア

Y
ヲ
辺
メ
、
業
本
態
A

「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
（
（
）一
二
一
コ
）
ニ
シ
4

プ
髄
質
中
二
合
？

y
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ニ
一
割

シ
拾
抗
性
作
用
ア
η
ノ
ト
云
へ

y
。
徳
光
へ
き
氏
A

副
腎
皮
質
ト
勝
外
分
泌
ト
ノ
閥
係
－
一
就
－プ
研
究
シ
、
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
脹
－
一
及
ス
影
響
ヲ

検
シ
タ

Y

ュ
血
煙
－
一
A

殆
ン
ド
影
響
無
キ
カ
或
A

僅
カ
ニ
下
降
ス
ト
一
五
ヒ
、
藤
井
（
土
氏
A

副
腎
皮
質
生
理
的
食
臨
水
「
ヱ
キ
ス
ケ
一
就
キ
血
脱
出

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

及
ピ
呼
吸
ノ
影
響
ヲ
検
シ
タ

Y

－
一
血
路
A

著
シ
ク
下
降
シ
‘
呼
吸
－
二
元
奪
性
－
一
作
用
ス
ト
報
告
セ
ソ
。
余
川
是
等
諸
家
ト
異

y
各
積
「
ヱ
キ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ス
」
ヲ
作

y
、
又
A

之
一
一
理
化
問
学
的
操
作
ヲ
加
九
一
巡
衣
血
陣
及
ピ
呼
殴
ニ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
検
索
シ
、
作
用
物
質
ノ
本
性
ヲ
追
究
セ
ン
ト
試
ミ
夕

、
リ
J

。

第
一
章

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
慶
Z
及
ポ
ス
影
響

責
験
方
法

資
験
動
物
ハ
家
兎
ヲ
用
ヒ
、
ー
通
常
無
麻
酔
ノ
下
ユ
行
フ
モ
必
要
－
ニ
際
ジ
、
「
ウ
レ
タ
ン
」
一
グ
ネ
シ
ユ
ム
」
液
ヲ
括
栓
－
一
依
リ
動
脈
i

カ
ユ
ユ
I

レ
」
一
一
一
主
ル
迄
充
満
セ
シ
メ
、
気
泡
ヲ

ヲ
使
用
セ
リ
。
郎
、
一
定
盆
ノ
水
＝
浴
解
シ
、
徳
重
了
涯
ニ
封
シ
一
叉
ノ
割
合
ニ
皮
下
＝
一
全
ク
駆
除
シ
出
血
ク
。
次
デ
動
脈
「
カ
ニ
品
I

レ
」
ヲ
頚
動
脈
内
二
神
入
シ
之
7

血
管
ト
共
－
一

注
射
シ
、
凡
ソ
一
一
一
十
分
後
＝
於
テ
－
良
好
ナ
ル
麻
酔
時
期
ト
ナ
ル
故
＝
之
ヲ
管
位
＝
回
定
シ
、
－
結
繋
ス
。
斯
ク
テ
括
栓
ヲ
開
キ
「
キ
モ
グ
ラ
フ
ヰ
オ
ン
L
7
回
特
セ
シ
メ
其
煤
煙
紙
上
－
－
血

頚
動
脈
ヲ
露
出
シ
、
一
方
水
銀
「
マ
ノ
メ
I
テ
ル
」
上
部
z

畿
道
セ
ル
二
十
五
%
硫
酸
「
7

－
陸
曲
線
7

描
醤
セ
シ
メ
耳
静
脈
ヨ
リ
「
ヱ
キ
ス
t

ヲ
注
射
シ
テ
其
影
響
7
視
察
z
。

賓
駿
成
績

第
一
節
一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用

（
－
）
蒸
館
水
「
ヱ
キ
ス
」
。
新
鮮
並
品
乾
燥
粉
末
ヨ
リ
作
η
ノタ－
Y
「
7

キ
ス
」
ヲ
鰻
重
一
野
ニ
劃
シ

0
・
玉
話
、
乃
至
了
五
蛇
ァ
前
記
手
術
ヲ
行
ヒ

タ
Y
家
兎
耳
静
脈
内
ニ
徐
々
ニ
注
入
ス

Y
時
A

血
陸
A

多
ク
上
昇
シ
、
又
下
降
ス

Y
事
ア

y
。
之
レ
採
取
セ

Y
副
幹
皮
質
ノ
性
質
－
一
依
Y
。

（
二
）
「

7
ル
コ
ホ
ー
ル
、
ヱ
キ
ス
」
。
水
「
ヱ
キ
ス
」
ト
特
＝
異
y
b
y
y
所
無
シ
。

（
三
）
「
ヱ

l
テ
ル
、
ヱ
キ
ス
」
。
前
同
様
ノ
使
用
量
ニ
於
ア
血
煙
ニ
封
uv
殆
ド
影
・
響
無
キ
カ
又
A

僅
カ
ュ
下
降
セ
シ
ム
。
而
シ

ay
血
陣
一作
用
ニ
珂



シ－ア
A

新
鮮
皮
質
ヨ
リ
作

y
タ

Y
ト
乾
燥
粉
末
ヨ
リ
作

y
タ
w
y

ト
ニ
於
・
ア
著
シ
キ
差
違
ヲ
認
メ
ズ
。

以
上
ノ
如
ク
血
刷
用
作
用
A

場
合
－
一
ヨ

y
上
昇
シ
又
A

下
降
ス
M

Y

A

如
何
ナ

Y
理
由
ニ
一
依
Y
ヵ
、
之
ァ
立
謹
ス
ペ
ク
採
取
材
料
ヲ
其
ニ
ジ
数
凶

－一一日一

y
宵
験
ヲ
行
ヘ
リ
、

A
1
其
主
要
ナ

Y

モ
ノ
ヲ
一
括
シ
記
載
ス
レ
バ
究
ノ
加
シ
。

家
兎
頚
動
脈
血
歴
摘
要
第
三
表
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一
般
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ヱ
キ
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Y

ニ
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ヱ

l
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M
F
L

ヲ
以
テ
抽
出
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シ
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合
A

常
－
一
血
M
陛
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ヲ
来
ス

ヵ
、
或
月
影
響
ナ
ク
而
ジ
ア
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脹
ヲ
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井
セ
ジ
メ
タ

Y
事
無
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ヨ
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見
レ
バ
血
魅
上
昇
性
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ヲ
知
Y
ゅ

之
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ア
ド
レ
ナ
リ
ン
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ノ
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ト
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致
ス
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Y

モ
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ニ
シ
ア
之
ヲ
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ス
N
Y

時
A
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淡
紅
色
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其
効
力
ヲ
失
プ
コ
ト
ノ
後
越
貫
験
ト
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依
リ
「
ヱ
キ
λ

L
中
ニ
存
在
ス
M
F

「
ア
ド

v
ナ
リ
ノ
ン
」
叉
A

「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
様
物
質
ノ
作
用
一
一
基
ク
モ
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ナ

Y
ヲ
知
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o
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用
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一
般
「
ヱ
キ
ス
し
ノ
作
用
ガ
微
量
ノ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
シ
」
ノ
混
在
－
一
依
リ
不
定
ノ
成
績
ヲ
得
タ
y
d
p

如
ク
、
業
物
質
ノ
性
質
ヲ
知
9
之
ヲ
除
去
ジ

究
デ
表
A
Y
生
理
的
作
用
ノ
如
何
－
一
依

y
其
作
用
物
質
ノ
何
タ
Y
カ
ヲ
判
定
セ
ン
ト
ス
Y
A

「
ヱ
キ
ス
」
ノ
本
性
ヲ
知
Y

ュ
最
モ
心
要
ノ
事
項

二
ジ
ア
、
之
ニ
依
9
「
ヱ
キ
ス
」
中
二
合
有
ス
U
F

諸
種
物
質
ノ
性
賦
ヲ
知

y
叉
A

判
別
ジ
以
4

ア
本
「
ヱ
キ
ス
」
作
用
物
質
ノ
本
性
ァ
窺
知
セ
シ
ト

ス。（
一
二
週
陵
化
水
素
手
用
ヒ
酸
化
セ
ル
「
ヱ
キ
ス
」

一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
場
合
ト
同
様
、
家
兎
耳
静
脈
内
－
一
注
射
ス
Y

時
A

一
過
性
血
眼
下
降
ヲ
来
シ
衣
ア
漸
究
常
態
一
一
復
ス
。
而
ジ
ア
本
「
ヱ
キ

ス
」
ニ
於
ア
A

血
歴
二
吊
ζ

著
明
ニ
下
降
ス
。

（
ニ
）
、
無
蛋
白
「
ヱ
キ
ス
」
。
血
膝
下
降
作
用
A

減
弱
セ
Y

宅
街
存
在
ス
。
而
ジ
ア
此
滅
弱
A

其
蛋
白
除
去
操
作
ニ
依
リ
有
効
成
分
ノ
一
部
減
耗

ヲ
・
来
ス
ニ
由
！
y
ペ
ク
、
又
臓
器
蛋
白
及
ピ
分
解
産
物
等
ノ
血
腿
下
降
性
－
一
作
用
ス

Y
物
質
ガ
除
去
セ
－
y
y
、
モ
亦
血
腿
下
降
作
用
減
弱
ノ
一
因
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第二園

藤

ナ
Y
ペ
シ
。

（
一
号
、
「

Z
lテ
ル
！
抽
出
物
。
血
歴

二
封
U
J

殆
ド
影
響
無
シ
。

（
四
）
、
煮
沸
「
ヱ
キ
ス
」
。
血
陛
下
降

作
用
A

模
カ
ユ
減
弱
セ
ル
－
一
過
ギ
ズ

此
場
合
A

操
作
ニ
依
Y
損
失
A

少
ク

唯
蛋
白
及
ピ
其
分
解
産
物
ノ
除
去
ト

共
－
二
部
ノ
有
効
成
分
ヲ
毛
同
時
－
一

除
去
セ
ラ
Y

、
－
ご
過
ギ
ザ
Y
ヲ
以
－
プ

血
脳
出
下
降
作
用
著
明
ナ
ソ
。
而
シ
ア
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第
六
巻

F、
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著
』」

ill 

藤

大
五
凶

（
第
参
務

一
二
）

血
眼
下
降
性
物
質
A

耐
熱
性
ナ
リ
－ト
云
プ
事
ヲ
符
ペ
ジ
。
（
第
四
問
委
照
）

（
五
）
、
友
化
「
ヱ
キ
ス
」
J

本
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
於
ア
モ
血
眼
下
降
作
用
A

向
一
度
一
一
存
ス
。
而
シ
ア
約
五
倍
量
ヲ
注
射
ス

Y
時
A

通
常
「
ヱ
キ
ス
し
注

射
ノ
場
合
ト
略
々
同
様
ノ
血
肱
下
降
作
用
ア

Y
ヲ
見

y
。
即
チ
無
機
瞭
類
－
一
於
e

プ
モ
前
血
M
靴
下
降
作
用
ア

Y

7
知
山
Y

ペ
ジ
。
（
第
五
闘
盛
岡
…
）

（
六
）
、
無
水
酪
醗
鹿
置
「
ヱ
キ
ス
」
。
無
蛋
白
「
ヱ
キ
ス
」
A

其
械
作
－
一
依
リ
著
シ
ク
有
効
成
分
ノ
損
失
ヲ
来
シ
、
少
量
J

使
用
ニ
於
－
プ
A

殆
ド
作

用
セ
ザ
U
Y

ニ
至
Y
モ
無
水
酷
酸
一
－
ア
鹿
置
ス

Y
時
A

宜
（
作
用
強
烈
ト
ナ

y
o
即

0
・
二
乃
至

0
・
五
耗
（
鰻
重
一
軒
ニ
劉
シ
）
ヲ
家
兎
ノ
耳
静
脈

内
ニ
注
射
ス

Y
附
A

若
シ
キ
血
川
下
降
ヲ
来

シ
、
場
合
－
一
依

y
死
己
ス
戸
コ
ト
ア

y
。
之
レ
「
ヱ
キ
ス
」
中
エ
存
在
セ

Y

「
ヒ
ヨ

y
ン
」
ガ
無
水

酷
似
－
7
依
9
、
立
（「
ヱ
ス
ア
M

Y
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ヲ
作

y
以
－
ア
強
烈
ナ
M
Y

作
用
ァ
呈
ス

Y

ニ
歪
レ

Y

毛
ノ
ト
解
シ
得
ペ
シ
。
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闘
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純
粋
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一
作
η
ノ
タ
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管
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ヱ
キ
ス
」
ノ
有
効
成
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－
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ア
セ
チ
リ

l
レ
ン
」
セ
ジ
ニ
家
兎
血
憾
下
降
作
用
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四
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四
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王
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五
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ピ
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至
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プ
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Y
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是
等
質
験
例
ヲ
通
魔
ス

Y

一
一
、
血
略
作
用
ヲ
呈
ス

Y
主
ナ
Y
物
質
A

脂
肪
．
類
脂
肪
又
ハ
蛋
白
類
等
一
一
一
仕
ラ
ザ
Y
可
キ
A

第
二
、
第
三
及
ピ

第
四
ノ
賓
験
－
一
依
－
ア
明
カ
ナ

y
o
又
、
第
五
ノ
双
化
セ

Y
「
ヱ
キ
ス
L

－
一
於
－
プ
モ
向
山
川
町
下
降
作
用
ア

Y
ヲ
認
メ
タ

y
u
然
レ
ド
モ
煮
沸
「
ヱ
キ

ス
」
・
一
比
ス
レ
バ
大
一
一
実
効
力
ガ
減
少
セ

Y
ヲ
以
－
プ
双
化
一
一
依
リ
ノ
葉
有
効
成
分
ノ
大
一
一
減
花
セ
ジ
ヲ
想
傑
セ
シ
ム
。
第
六
賞
験
一
一
於
ア
純
酒
精

ヲ
以
－
プ
煩
回
露
置
シ
、
蛋
白
二
糸
ヨ
リ
聴
類
ノ
如
キ
モ
痕
跡
ト
成
レ
w
y
A

後九川崎ス

Y
貫
駿
－
一
依
リ
明
カ
ナ
Y
ガ
、
其
作
用
A

著
シ
ク
減
弱
セ

Y

モ
之
ヲ
無
水
酷
酸
－
一
－
プ
虞
置
ス
戸
時
A

其
作
用
強
烈
ト
ナ

y
c
師
、
比
較
的
単
一
ト
セ

Y
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
於
ア
モ
向
血
時
下
降
作
用
ヲ
有
ジ
、
無

水
附
限
慮
置
ニ
依

y
宜
一
作
用
増
掛
ス

Y
事
ニ
依
ソ
此
血
川
町
下
降
作
用
A

「
ヒ
ヨ
η
ノ
シ
」
ノ
開
輿
セ

Y
ヲ
知
Y
ト
並
士
一
無
機
職
問
モ
亦
之
－
一
共
働

作
用
ヲ
呈
ス

Y

モ
ノ
ト
認
メ
得
ペ
シ
。
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六
谷
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猿

著
』J

近
川
勝

六
五
六

（
第
多
波

一
四
〉

副
骨
髄
室
l

ヱ
キ
ス
」
又
山
「
？
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
呼
吸
作
用
－
一
及
ポ
ス
影
響
一
一
就
－
7
A
可
ナ
リ
研
究
セ
ラ
レ
タ

y
ト
雄
モ
、
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ

作
用
二
拡
プ
A

研
究
セ
ク
レ
タ
U
Y

モ
ノ
少
シ
。
一
九

O
二
年

rr～Av
－
－
三
］
》

CE
L－－ユ（
5
等
A

髄
質
l

ヱ
キ
ス
」
ニ
ア
A

呼
吸
ガ
表
在
性
且
、
煩

敷
ト
ナ
Y

毛
皮
質
「
ヱ
キ
ス
L

A

殆
ド
影
響
無
シ
ト
一
エ
ヘ

y
。
最
近
、
藤
井
氏
3

A

副
磐
皮
質
食
盟
水
「
ヱ
キ
ス
」
ガ
家
兎
呼
吸
－
一
封
ス

Y
影
響

ヲ
検
シ
タ

Y

－
一
呼
吸
中
橿
ア
刺
戟
シ
充
奮
性
一
一
作
用
ス
ト
論
ジ
タ

y
。

賓
駿
方
浪
。
血
開
館
ノ
場
合
ト
同
ジ
タ
無
麻
酔
叉
ハ
「
ウ
レ
タ
ン
L

麻
僻
ヲ
用
ヒ
、
背
位
－
一
図
一

定
シ
、
集
管
切
開
術
ヲ
行
ヒ
其
内
－
一
気
管
「
カ
＝
ュ
1

レ
」
ヲ
指
入
シ
竪
ク
総
禦
レ
英
一
端
一

ヲ
諸
問
談
管
ヲ
以
ナ
マ
レ
1
氏
「
タ
ン
ブ
ー
ル
」
＝
連
結
シ
英
運
動
ヲ
「
キ
モ
グ
ラ
フ
ヰ
オ
ン
」
一

煤
紙
上
ユ
仙
諮
セ
シ
ム
。
而
シ
テ
英
運
動
曲
線
ノ
一
定
シ
ダ
ル
後
「
エ
キ
ス
L

ヲ
法
入
シ
テ

笈
験
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

寅
駿
成
績

第
－
節

－
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用

血
腿
／
場
合
－
一
於
－
プ
A

諸
種
ノ
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
用
ヒ
タ

Y

モ
蕊
－
二
葉
代
表
的
ノ
物
ヲ
使
用
ス

Y

コ
ト
、
シ
主
ト
シ
ア
新
鮮
蒸
飽
水
「
ヱ
キ

ス
」
又
A

同
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
ミ
ヲ
使
用
セ
リ
。

（
－
）
、
新
鮮
水
「
ヱ
キ
ス
」
。
前
貫
験
ト
同
様
ノ
準
備
ヲ
施
ジ
本
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
牒
重
一
研
二
割
シ

7
0乃
至
二
・

O
蛇
ヲ
耳
静
脈
内
ェ
徐
々
－
一

注
入
ス

Y
時
ハ
注
射
↑
即
時
刺
戟
セ
ラ
M
Y

、
ガ
如
キ
モ
血
隙
下
降
ト
共
－
一
呼
吸
ニ
割
シ
抑
制
的
－
一
作
用
シ
、
呼
吸
教
ガ
減
少
ジ
、
並
－
一
表
在
性
ト

ナ
Y
、
備
強
キ
時
A

静
止
セ
ン
ト
ス
。
而
ジ
－
プ
血
煙
ノ
奮
位
一
一
復
ス

Y

－
一
従
ヒ
呼
吸
モ
亦
正
常
－
一
復
シ
、
女
デ
漸
衣
刺
戟
性
－
一
作
用
ジ
呼
吸
ガ

頻
数
且
強
大
ト
ナ

Y
。
此
／
二
究
的
刺
戟
作
用
A
呼
吸
制
止
作
用
ノ
班
、
キ
程
、
郎
、
血
肱
下
降
作
用
強
烈
ノ
場
合
ニ
著
明
ニ
表

A
Y
、
モ
ノ
－
一

シ
ア
血
煙
ノ
下
降
－
一
依

y
血
行
障
碍
ア
起
シ
、
血
中
ノ
山
灰
酸
ガ
増
量
シ
、
此
血
液
中
－
一
欝
滞
セ

Y
山
灰
酸
A

呼
吸
中
橿
ヲ
刺
戟
シ
ア
後
援
的
一
一
呼

吸
ニ
一
割
ジ
充
奮
的
ニ
作
用
ス
U
Y

毛
ノ
ト
モ
考
へ
得
ペ
ジ
。
然
レ
ド
モ
「
ヱ
キ
ス
」
中
－
一
A

穏
々
ノ
物
質
ガ
混
在
ス

Y

二
依
9
、
或
A

奥
ス

Y
ヤ

否

ヤ

A

疑
問
ト
ス

Y
所
ナ

9
0

一
部
之
ニ
閥

（
ニ
）
、
「

7
ル
コ
ホ
ル
、
ヱ
キ
ス
」
u

A

前
者
ト
大
差
無
キ
ヲ
以
，
プ
省
略
ス
。
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徳重2.000庇，プロ，キロ1.5訴注射

第三国

第
二
節

特
殊
「
ヱ
キ
ス
」
作
用

（
士
、
酸
化
「
ヱ
キ
ス
」
。
蒸
舘
水
又
A

酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
過
醍
化
水
素
ヲ
以
ア
酸

化
ジ
（
二
一
編
二
章
参
照
）
前
同
様
、
家
兎
耳
静
脈
内
ニ
注
射
〆

Y

－
一
、
一
般
「
ヱ
キ
ス
」

ノ
場
合
ト
大
差
無
ク
血
一
陛
下
降
－
一
件
ヒ
呼
吸
抑
制
作
用
現
A

レ
、
血
陣
一
ノ
常
態
一
一

復
ス
U
Y

ニ
及
ピ
呼
吸
モ
亦
尋
常
ト
ナ
ソ
、
北
デ
向
元
奮
作
用
ヲ
二
夫
的
ニ
表
A

ス

事
前
者
同
様
ナ

y
。

（
ニ
）
、
「

Z
lテ
ル
」
抽
出
物
。
順
藤
式
脂
肪
蒸
儲
器
ァ
用
ヒ
「
ヱ

1
－プ
Y
」
ヲ
以
－
プ

抽
出
シ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
「
ヱ
ム
U
Y

ジ
オ
ン
」
賦
態
ト
ナ
ジ
家
兎
耳
静
脈
内
ニ
注
射
ジ
同

第
六
品
位

F『

原

藤

華
、圃企

lli 

血歴及ピ呼吸：酒精Lエキス1酸化，

煮沸，（1:3)

鰻重1.600延（平）プロ，キロ2.0立E注射

第四箇

ム
ハ
五
七

（
第
参
就

ヨ工、J

プロ，キロ0.75

血匪及ピ呼吸・灰化」ヱキス1

(1:1.5) 

鐙重2.000庖，

括性．射

第五園



第
六
怨

F『

原

著

Qi 

藤

六
五
八

（
第
多
波

ー主a，、
‘、J

様
貫
験
ァ
行
ア
ニ
呼
吸
－
一
殆
ド
影
響
無
キ
ガ
如
シ
。

二
号
、
煮
沸
「
ヱ
キ
ス
」
ο

前
同
様
一
一
質
駿
ス

Y

－
一
効
力
僅
カ
ニ
衰
ブ

Y
毛
同
様
ノ
作
用
ヲ
呈
ス
。

（
四
）
、
友
化
「
ヱ
キ
ス
」
。
普
通
使
用
量
－
一
－
7
A
殆
ド
影
響
ヲ
認
メ
メ
。

（
五
三
「
ア
セ
チ
リ

l
ル
ン
ゲ
、
ヱ
キ
ス
」
3

注
射
院
後
－
二
時
刺
戟
性
－
一
作
用
セ
Y
ガ
如
ク
ナ
Y

毛
、
血
勝
下
降
ト
共
ニ
著
ジ
ク
麻
庫
性
－
一
作

用
シ
、
著
ジ
キ
時
二
畑
ン
ド
静
止
セ
ン
ト
ス
。
・
本
ア
充
脅
性
－
一
作
用
ス

Y
事
一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
如
ク
ナ
M
Y

号
暫
時
－
一
シ
ア
常
態
－
一
復
ス
。

血~，及ピ呼吸： i酉精しヱキス＇（1:3）~アセチ日ーリ y グ寸

憾重2.000庖， 7• ロ．キロ 0.5従注射

L第六岡

呼吸及ピ.!flt匪・プロ，キロ 0.01玄ノ！強酸Lモ

ルヒネ’ヲ皮下＝注射シ約30分後呼吸安静ト

ナ Pシ家兎＝酒精L;:r:キス可（1:3）酸化

憶重1延＝封シ1.0立Eノ割合＝静脈内＝注射ス

第七闘

（
六
）
、
「
モ
ル
ヒ
ン
」
呼
吸
麻
揮

Z
針
ス
ル
本
1

ヱ
キ
ス
L

ノ
作
用

「モ

Y

ヒ
シ
」
ガ
撰
樺
的
－
一
呼
吸

中
橿
v

一
割
ジ
麻
庫
性
－
一
作
用
ス

y
事
A

一
般
一
一
認
メ
ラ

y
、
所

ナ
y
。
余
川
家
兎
慎
重
一
研
－
一

封

ν
0
・0
一
克
ノ
盤
酸
「
毛

Y

ヒ
ネ
L
7
皮
下
－
一
注
射
ス

Y

－一、

約
三
十
分
乃
至
四
十
分
ニ
シ
ア

呼
吸
緩
徐
ト
成
U
F
O

議
ニ
於
－
プ

一
ヱ
キ
戸
」
ヲ
耳
静
脈
ヨ

y
徐
々

－
一
注
射
Z

M
戸
時
点
血
鵬
ガ
下
降

ス
Y

4
仲
ヒ
坪
殴
モ
・
亦
表
在
、

緩
徐
ト
ナ
リ
ノ
、
揮
、
キ
時
A

静
止



む
が
、
容
易
－
－
常
態
－
－
復
ス
M
F

ニ
至
－
フ
ズ
。

0

0

0

0

0

0

0

C

0

0

0

0

0

0

0

0

C

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

つ
O

C

0

0

0

C

0

0

0

0

0

郎
、
以
上
ノ
賓
験
＝
一
依

y
本
「
ヱ
キ
ス
」
A

呼
吸
－
一
割
シ
抑
制
的
－
一
作
用
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
「
モ

Y

ヒ
ヰ
」
ヲ
用
ヒ
謙
メ
呼
吸
中
橿
タ
麻
庫
セ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

シ
メ
タ
w
y

場
合
－
一
於
－
7
A
尚
一
層
著
明
ユ
作
用
ス
。

本
編
概
括

で
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

新
鮮
臓
器
ヨ
リ
ス

Y

モ
乾
燥
粉
末
ヨ
リ
製
ス

Y

モ
略
同
様
ノ
作
用
ア

y
o

二
、
蒸
館
水
又
A

酒
精
寸
ヱ
キ
ス
」
プ
血
煙
ァ
上
昇
叉
λ

下
降
セ
シ
ム
。
之
レ
（
，
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
L

叉
A

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
様
物
質
ノ
混
在
－
一
依

ノV。三、
「
ヱ

1
ア
y
、
ヱ
キ
ス
」
A

血
腫
タ
下
降
セ
シ
ム

Y

カ
又
A

殆
ン
ド
影
響
無
シ
。

須
藤
氏
法
－
一
一
依
y
「
z
l
－プ
Y
」
抽
出
物
A

、
巾
．
腿
－
一
影
響

無
キ
カ
僅
カ
ニ
上
昇
セ
シ
ム
グ
一傾
向
ア
リ
ノ
。

回
‘
「
ヱ
キ
ス
」
7
橋
氏
百
度
／
水
潜
上
一
一
於
ア
一
時
間
煮
沸
ス

Y

モ
向
血
煙
下
降
作
用
ア

y
。

五
、
蛋
白
ヲ
除
去
セ
Y
「
ヱ
キ
ス
」
A

葉
作
用
減
弱
セ

Y

モ
前
血
腿
下
降
作
用
ア
リ
。

六
、
「
ヱ
キ
ス
」
7
沃
化
ス

Y
時
λ

英
作
用
著
ジ
ク
減
弱
ス

Y

モ
普
通
使
用
量
ノ
数
倍
ヲ
用
プ
山
戸
時
A

白
煙
下
降
作
用
ア
η
ノ。

七
、
「
ア
セ
チ
リ

l
v
ン
、
ヱ
キ
ス
」
月
極
少
量
ヲ
用
プ
Y

モ
血
腿
下
降
作
用
著
明
ナ
η
ノ。

八
、
呼
吸
作
用
A

一
般
ニ
血
座
作
用

ニ
並
行
ジ
ア
現
A

Y

、
モ
ノ
ユ
シ
ア
、
蒸
飽
水
、
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
炉
、
ァ
著
明
ニ
ジ
ア
、
「
ヱ
1
－7
y
」

抽
出
物
－
一
於
ア
殆
ド
影
響
ア
認
メ
ズ
。
郎
、
血
路
下
降
一
一
件
ヒ
抑
制
的
一
一
作
用
シ
、
呼
吸
A

緩
徐
且
表
在
性
ト
ナ

p
、
著
シ
キ
時
A

静
止
セ
ン

ト
ス

W

ニ
一
主
リ
血
煙
ノ
侠
復
ト
共
－
一
漸
究
常
結
－
一
復
シ
、
失
デ
一
時
却
ア
旺
盛
ト
ナ
Y
。

丸
、
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
婿
氏
百
度
－
一
煮
沸
ス

Y

モ
葉
呼
吸
作
用
A

抑
制
的
ニ
作
用
ス

Y

コ
ト
一
一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
同
ジ
キ
モ
沃
化
ス
山
戸
時
A

殆
ド
影

響
無
キ
ガ
如
シ
。

十
、
「
ア
セ
チ

9
1
Y
シ
グ
、
ヱ
キ
ス
」
A

少
量
－
一
一
於
－
プ
モ
其
作
用
劇
烈
－
一
シ
ア
呼
吸
緩
徐
、
表
在
性
ト
ナ
リ
殆
ン
ド
停
止
セ
ン
ト
ス

Y
－一至リノ、

第
六
巻

F『

原

著
~ 

~ 

藤

六
五
九

（
第
参
稼

一
七
）



第
六
巻

F『

原

著】

ill 

藤

穴
六

O

（
第
参
時
抗

一
入
）

血
座
ノ
快
復
ト
共
－
？
次
第
－
一
常
態
－
一
復
シ
、
・
次
デ
常
態
以
上
ノ
充
奮
航
態
ヲ
示
ス
ト
雌
モ
暫
時
－
一
ジ
ア
卒
常
一
一
復
ス
。

＋
－
、
「
モ

Y

ヒ
ン
」
ヲ
用
ヒ
呼
吸
中
橿
ヲ
麻
庫
セ
シ
メ
タ
Y
家
兎
－
一
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
注
射
ス

Y
時
A

、
呼
吸
A

盆
々
表
在
性
ト
ナ
リ
途
－
一
静

止
セ
ン
ト
ス

Y

ュ
至
y
。

、ふ

第
四
編

副
腎
皮
質
ノ
心
臓
ユ
反
ス
影
響

序
副
腎
皮
－
寅
ノ
心
臓
作
用
－
一
付
－
7

A

芝
ユ
c
t
S
F
N
N
O
Z
E
2
8
3
（
き
ノ
記
載
ガ
晴
失
ナ
U
Y

ガ
如
ク
、
〉

Z
三』一
2
2
2
品）｛
3

A

馬
ノ
副
首

皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
極
メ
ア
稀
薄
ナ
u
y
（
門
戸
。
。
l
H
M
C
O
）
濃
度
－
一
一
於
ア
匙
生
猫
心
臓
－
一
作
用
セ
シ
メ
タ
Y

－
一
軍
－
一
「
ア
ロ
・
レ
ナ
リ
シ
」
様
作
用
ア

y

ト
云
ヒ
、
其
後
極
メ
ア
高
度
ノ
稀
薄
ナ
Y
液
－
一
於
ア
芝
ミ
T
L
F

♀
買
い目
白
＝
｝
ピ
ニ
ノ
成
績
－
一
類
ス

Y
結
果
ヲ
得
、
タ
リ
ノ
ト
云
フ
。

一
九
二
五
年
宮
ユ
。
F
4
2，h
F

］｛］
豆
一
E
P
－－H
二
き
A

副
腎
皮
質
調
精
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
蛙
心
臓
一
一
就
ア
詳
細
ナ
Y
研
究
ヲ
遂
ゲ
此
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
鮭
心

（
難
生
）
－
一
作
用
セ
ジ
ム

Y
F
一
著
明
ナ
Y

出
向
N

E
C

白押
ヲ
起
シ
、
此
作
用
λ

「
ア
ト
ロ
ピ
シ
」
－
一
依

y
制
止
ス

Y
能
A

ザ
Y
結
ヨ

p
考
へ
－
ア
「
ヱ
キ

ス
」
中
ユ
合
有
ス

Y
「カ
9
ヲ
ム
」
ノ
作
用
－
一
回
Y

モ
ノ
ト
見
倣
セ

y
。
其
他
．
内
藤
氏
三
よ
家
兎
副
背
ヲ
川
判
対
引
け
氏
液
又
A

刻
川
叫
川
判

氏
液
ヲ
以
・
プ
潅
流
シ
、
業
瀧
流
液
ヲ
集
メ
之
二
酸
素
ヲ
通
ジ
ア
髄
質
「
ホ
U
F

モ
ン
」
ヲ
破
壊
シ
、
之
ヲ
蛙
心
－
一
作
用
セ
シ
ム

Y
時
A

心
臓
制
止
的

ユ
作
用
シ
、
此
作
用
A

副
交
戚
紳
経
末
端
ノ
制
戟
ニ
作
w
y

モ
ノ
ト
シ
、
其
本
態
A

皮
質
中
－
一
合
7

U

F

、
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
又
A

「
ム
ス
カ

y
ン
」
様

物
質
－
一
類
似
シ
、
之
ヲ
以
－
7
氏
A

副
腎
皮
質
「
ホ
U
Y

モ
ン
」
ナ
9
ト
推
定
セ

y
。
市
シ
－
プ
是
等
諸
家
ノ
文
献
ヲ
見
Y

－一－
W
E－
－
。
三
氏
等
ノ
業
蹟
A

一
進
歩
ト
云
ア
ペ
ク
又
内
藤
氏
ノ
方
法
A

甚
ダ
理
想
的
ナ
U
F

モ
唯
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
破
壊
ノ
ミ
ヲ
行
ヒ
テ
他
A

凡
ア
副
腎
皮
質
「
ホ

Y

モ
ン
」

ナ
9
ト
推
定
ス

Y
A
脚
カ
早
計
ノ
戚
無
キ
能
A

f
。

余
A

順
序
ト
シ
ア
諸
種
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
就
キ
系
統
的
－
一
研
究
ヲ
企
－
プ
業
本
性
ヲ
遁
究
セ
ン
ト
ス
。

第
一
章
－
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用

言

責
験
方
法



賓

験

動

物

A

基

及

ピ

家

兎

ヲ

用

ヒ

．

前

者

プ

娃

生

心

臓

ヲ

、

後

者

A

魁
生
及
ピ
生
関
心
臓
－
一
就
ア
賓
駿
セ

y
o

二
）
墓
難
生
心
臓
。
正
常
ナ
ル
基
ヲ
背
位
品
問
定
シ
、
胸
腔
7
閲
キ
、
心
臓
ヲ
露
出
シ
、

大
動
脈
／
心
臓
ユ
近
キ
部
品
小
穿
刺
ヲ
加
へ
、
之
ヨ
リ
「
カ
－
二

I
レ
」
ヲ
心
室
三
宅
ル
迄

持
入
シ
、
大
動
脈
心
臓
端
ユ
於
テ
堅
ク
結
繋
シ
、
心
臓
特
－
一
静
脈
由
民
ヲ
損
傷
A

ル
コ
ト
無

ク
之
ヲ
別
出
シ
、
珠
メ
、
マ
リ
オ
ッ
ト
氏
瓶
内
品
、

P
ン
ヂ
ャ
l
氏
液
ヲ
充
タ
シ
護
謀
管

ヲ
以
テ
「
カ
ユ
ユ

l
レ
」
ト
連
結
シ
テ
人
工
栄
養
ヲ
行
フ
而
シ
テ
心
尖
ノ
一
部
ヲ
「
ぜ
ル

フ
イ
ネ
」
ヲ
以
テ
挟
ミ
、
書
積
一
一
連
結
セ
シ
メ
「
キ
モ
グ
ラ
フ
イ
オ
ン
」
煤
紙
上
品
英
運
動

ヲ
描
蓋
セ
シ
ム
。

士
一
）
家
兎
建
生
心
臓
。
家
兎
ヲ
叩
打
致
死
、
叉
ハ
背
位
三
閥
定
シ
、
手
早
ク
胸
廓
ヲ
開
キ

心
婆
7
被
P
心
臓
ヲ
別
出
シ
、
擬
氏
三
十
九
度
＝
温
メ
ダ
ル
川
判
判
叶
川
氏
液
内
ユ
テ
軽

賓
験
成
績

、ノハHV
（
都
／

a

、
スキス

入

札

注

一

け

耗

常
事
z
n
w
b

旬リ

OI

A
L
“－
A
己

坤
一
乃

則
～
戸
口

基
臼

第八園

) 

第
六
血
管

F『

原

著...... 

近

藤

ク
洗
機
シ
、
血
液
ノ
凝
固
ヲ
防
ギ
「
カ
＝
ュ

1
レ
」
ヲ
大
動
脈
－
一
掃
入
ジ
堅
タ
結
繋
シ
、
一

定
／
加
温
袋
置
ニ
ヨ
り
撮
氏
三
十
九
度
＝
温
メ
ダ
ル
リ
ン
チ
ャ
l
氏
液
ヲ
潮
流
シ
得
ル
知

夕
涼
メ
準
備
シ
日
夜
キ
護
諜
管
ユ
依
リ
「
カ
ユ
ユ

l
レ
」
ヲ
此
袈
畳
二
連
結
シ
「
キ
モ
グ
ラ
フ

イ
オ
ン
」
煤
紋
上
一
一
庄
一
運
動
ヲ
捕
藷
セ
シ
ム
。

（
一
－
一
）
家
兎
生
嬉
心
臓
》
手
術
前
約
三
十
分
、
「
ウ
レ
タ
ン
」
ヲ
鰻
重
一
一
庖
ユ
謝
シ
一
気
ヲ
皮

下
ユ
説
射
シ
、
背
位
ユ
回
定
シ
テ
左
胸
壁
ヲ
開
キ
心
郡
山
ヲ
破
日
、
心
臓
運
動
－
7
支
障
無
キ

様
周
囲
組
織
ヲ
剥
醗
シ
又
ハ
胸
時
点
／
一
部
ヲ
切
除
シ
置
キ
心
尖
／
一
部
7

「
ゼ
ル
フ
ィ

1

ネ
一
ヲ
以
テ
挟
ミ
害
横
－
一
連
絡
セ
シ
メ
「
キ
モ
グ
ラ
フ
イ
オ
ン
」
煤
紙
上
一
一
描
画
セ
シ
ム
。

蒸
簡
水
「
ヱ
キ
ス
」

墓
一
魁
生
心
臓
ヲ
用
ヒ
前
記
準
備
ノ
下
－
二
定
附
「
キ
モ
グ
ラ
ブ
イ
オ
ン
」
ニ
描
番
セ
シ

メ
、
究
デ
括
栓
上
部
ノ
護
謀
、
管
内
ニ
本
「
ヱ
キ
ス
ー
一
ノ
微
量
ヲ
注
入
ス
レ
バ
蓮
動
活
援
ト

ナ

y
、

運

動

頻

敷

、

振

幅

増

大

ヲ

来

ス

。

然

U
Y

一
一
・
次
第
－
一
一
帯
量
ス

Y

ニ
一
従
ヒ
一
時
性
抑

制

作

用

ガ

現

A

V

、
衣
一
ア
前
同
様
、
運
動
活
液
ト
ナ

Y
。
向
増
量
ス

Y
時

A

抑

制

作

用

著
明
ニ
ジ
ア
運
動
ノ
緩
徐
、
振
幅
短
小
ヲ
来
シ
、
逐
一
一

A

殆

ド

停

止

ス

Y

ュ
至
Y
。

究

デ
次
第
－
一
侠
復
シ
前
同
様
運
動
活
滋
ト
ナ

Y
。

斯

ノ

加

キ

作

用

λ

家
兎
娃
生
心
臓
－
一
於

ア

モ

同

様

ナ

y
。

第
一
節

第

二

筒

「

ア

ル

コ

ホ

ル

、

ヱ

キ

ス

」

基
貼
生
心
臓
、
家
兎
難
生
及
ピ
生
関
心
臓
ニ
就
－
プ
質
験
ス

Y
ニ
殆
ド
蒸
飽
水
「
ヱ
キ

六
六

（
第
参
蹴

九、、〆



第
六
巻

「、
原

著
‘....J 

家兎更生生心臓：酒精Lヱキス＇（El)j~化

1.0宛注射 近

正義

化酸、Bノ
、
。ο
叩
ムf
‘、
ースキヱL

 
緑酒臓

ふれ

V主

射
魁

浩
司

矧

勾
q

A

A

V

六
六

（
第
参
競

二

O〉

ス
」
ト
同
様
ノ
作
用
ヲ
呈
ス
。

第
二
章
特
殊
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用

賢
輸
方
法
。
幕
一
貼
生
心
臓
ヲ
用
ヒ
前
向
様
ノ
方
法
－
一
一
依
9
貰
施

セ
ソ
。

責
騒
成
績

第
一
節
酸
化
「
ヱ
キ
ス
」

過
械
化
水
素
水
ヲ
用
ヒ
蒸
舘
水
又
A

「ア

Y
コ
ホ

Y
、

ス
」
ヲ
醍
化
セ

Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
前
同
様
砧
栓
上
部
／
護
一
時
管

内
ニ
注
射
ス

Y
時
二
少
量
－
一
於
ア
A

初
メ
ヨ
リ
ノ
ム
ん
奮
性
－
一
作

用
ス
。
郎
、
運
動
頻
致
、
振
幅
増
大
ヲ
来
ス
。
大
量
二
一
於
－
ア
A

其
量
ニ
即
応
ジ
デ
運
動
ノ
緩
徐
、
乃
至
停
止
ヲ
来
ス
ニ
至
η
ノ
、
究

デ
究
第
－
一
一
慌
復
ジ
振
幅
ノ
増
大
、
及
ピ
蓮
動
頒
敷
ヲ
呈
ス
。
而
シ
ア
初
期
－
一
於
グ

Y
心
臓
克
住
作
用
A

一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ヨ

y
A
稿
々
弱
キ
戚

ア
Y

モ
「
ア

γ
レ
ナ

y
ン
」
又
A

「
ァ
ド
レ
ナ
リ
y

ン
」
様
物
質
ノ
破
壊
セ
ラ
レ
タ
Y
場
合
－
一
於
ア
モ
尚
充
奮
作
用
ヲ
認
メ
得
Y
ヲ
以
ア
此
充
奮
作

用
二
，
ア

γ
レ
ナ

y
y
」
以
外
ノ
物
ナ
ラ
ザ
Y
可
カ
ク
ズ
。
（
第
九
、
十
間
安
照
）

第九園

第十固

コ主

キ

第
二
筒
「

Z
lテ
ル
、
ヱ
キ
ス
」
反
ピ
「

Z
lテ
ル
l
描
出
物

心
臓
ニ
一
割
ジ
テ
稲
々
充
奮
作
用
ヲ
有
ス
。
過
酸
化
水
素
水
ヲ
以
－
ア
酸
化
ス
M

戸
時
A

其
作
用
衰
へ
僅
カ
－
二
九
奮
性
－
一
作
用
ス

Y

ニ
遁
ギ
ズ
。

郎
、
脂
肪
性
物
質
A

鈴
9
心
臓
ニ
封
シ
元
密
性
ニ
作
用
セ
ザ
Y
ガ
如
シ
。

第
三
筒
君
、
沸
「
ヱ
キ
ス
」

業
心
臓
作
用
A

煮
沸
セ
ザ
M
F

モ
ノ
エ
比
ジ
僅
カ
ニ
減
弱
セ
M
Y

モ
大
鰹
－
一
一
於
ア
同
様
ノ
作
用
ヲ
認
ム
。



第
四
節
無
蛋
白
「
ヱ
キ
ス
」

一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
ト
略
同
様
ナ
9
ト
雄
毛
、
其
効
力
一
一
於
－
ア
減
弱
セ

y
。
之

v
呼
吸
及
ぜ
血
毘

ノ
場
合
ト
同
ジ
ク
業
主
因
A

反
復
操
作
－
一
依
Y
損
失
－
一
基
ク
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
郎
、
第
三
節
ノ
如
ク
煮
沸

シ
ア
蛋
白
ヲ
除
キ
タ
Y
場
合
－
一
於
－
プ
A

其
効
力
A

除

y
減
退
セ
ズ
。
恐
ク
純
酒
精
一
一
移
行
セ
ザ
Y
物
質

例
ヘ
バ
蛋
白
質
、
腫
類
ノ
如
キ
モ
ノ
ノ
減
少
モ
一
部
之
一
一
闘
係
セ

Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン
。

第
五
節

基礎生心臓：酒精Lヱキス寸（1:3）酸化， 1時間煮沸， 0.5it[注入

基礎生心臓：i酉精Lヱキス寸(1:3）酸化，
Lアセナリーレ J 可

I o.2Jl:f注入
K 10%硫酸ιアトロピン， 0.05Jl,1注
入， 0.2及ピ0.5Ji-Icヱキス1注入

第十二悶

「

7
セ
チ
リ
ー
ル
ン

夕
、
ヱ
キ
ス
」

血
煙
及
ピ
呼
吸
ノ
場
合
ト
同
ジ
ク
、
心
臓
作
用
－
一

封
シ
ア
モ
少
量
－
一
於
ア
モ
強
烈
ナ
Y
作
用
ヲ
呈
シ
、

極
メ
ア
少
量
例
ヘ
バ

0
・
一
乃
至

0
・
二
括
ニ
於
－
ア
モ

前
著
シ
ク
其
蓮
動
ヲ
緩
徐
ナ
ラ
シ
メ
振
幅
ヲ
短
小
ナ

－
プ
シ
ム
。

第
六
節

友
化
ー
ヱ
キ
ス
」

灰
化
ス

Y
時
A

有
機
物
A

素
ヨ
リ
無
機
物
質
－
一
一
於

－
プ
モ
多
少
破
壊
セ
ラ
グ
’
ベ
キ
A

営
然
ナ
リ
。
依
－
プ
通

常
「
ヱ
キ
ス
」
ζ

用
プ

Y
量
y
三
乃
至
五
倍
量
ヲ
「
ヱ
キ
ス
」
ト
魚
シ
之
ア
貫
験
ス

Y

－
一
、
心
臓
運
動
－
一
封
シ
抑
制
的
－
一
作
用
ス
。
郎
、
注
射
直

後
ニ
於
－
プ
心
臓
蓮
勤
ノ
緩
徐
及
ピ
振
幅
ノ
縮
小
ァ
来
シ
、
一
定
時
間
後
－
一
至
Y
時
A

寧
ロ
心
臓
蓮
動
ア
活
援
ナ
ニ
ノ
シ
メ
且
振
幅
ァ
大
ナ
ラ
シ

ム。

第
三
章

第十一園

第
六
巻

著、.... 

「
ヱ
キ
ス
」
ノ
「
ア
ト
ロ
ビ
ン
」
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
反
巨
堕
化
「
バ
リ
ウ
ム
し
ト
ノ
関
係

一一一〉

F『

原

:ilf. 

藤

六
六

〈
第
多
競



第
六
会

F『

原

著、....t

近

六
六
四

〈
第
参
競

三一
一〉

藤

審理主生心臓：灰牝（1:1)0.3泥注入

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
A

副
交
戚
紳
経
末
端
ヲ
麻
庫
セ
シ
ム

Y
作
用
ア
M

Y

A

諸
家
ノ
認
ム

Y
所
ナ
リ
ノ
。
而
シ
－
プ

蛙
及
ピ
家
兎
－
一
炉
、
－
f

j

A

人
又
A

h

X

－
二
於
ケ
M
Y

ト
異
リ
宜
（
緊
張
ァ
欠
ヶ
Y
ヲ
以
ア
仮
令
葉
末
端
麻
療
セ
ラ

Y

、
ト
雄
モ
何
等
ノ
援
化
ヲ
来
ナ
ザ
M
Y

ナ
リ
。
従
ア
主
（
紳
経
ノ
麻
庫
セ
－
フ

Y

、
ャ
否
ヤ
ヲ
如
Y

－
一
月
副
交
戚

神
経
ア
刺
戟
ス

Y
物
質
ヲ
注
射
ス
w
y

ヵ
、
又
A

直
接
神
経
幹
－
一
刺
幹
ヲ
加
ヘ
ザ
〆
可
カ
ラ
ズ
、
摘
出
心
臓

－一一於ア
A

一
定
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
注
入
ジ
ア
副
交
戚
神
経
ノ
末
端
ヲ
麻
樺
セ
ジ
メ
之
－
一
副
交
戚
紳
経
末

端
ア
刺
戟
ス

Y
物
質
ヲ
注
入
ス
U
Y

一
一
何
等
心
臓
－
一
回
硬
化
起
－
ブ
ザ
ル
時
A

1

中
一
ク
副
交
成
紳
経
ノ
麻
原
セ
ク
レ

タ
Y
ヲ
読
ス

Y

毛
ノ
ユ
ジ
ア
之
ヲ
賂
用
シ
ア
「
ヱ
キ
ス
」
ガ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ニ
如
何
ナ
Y
開
係
ヲ
有
ス

Y
ヤ

第十三園

ヲ
検
シ
、
夏
－
一
進
ン
デ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
し
及
ピ
瞬
化
バ
ソ
ヲ
ム
」
ト
ノ
開
係
ヲ
知

y
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用

機
縛
ヲ
窺
A

Y

ト
欲
ス
。
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
使
用
量
－
一
就
－
プ
A

従
来
諸
家
ノ
日
ア
所
甚
シ
キ
相
違
ア

y
。
殊

－一余
A

基
心
臓
－
一
就
ア
行
へ
M
Y

ヲ
以
，
プ
自
家
多
数
ノ
質
験
－
一
基
キ
一

0
・
Mm
液

0
・
0
玉
括
ヲ
括
栓
上
部
ノ

護
議
内
ユ
徐
々
エ
注
入
ス

Y
時
A

心
臓
A

其
蓮
動
硝
々
侵
サ
レ
タ

Y
ガ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
直
－
一
常
態
ト
異
ナ
ラ
ザ
Y

ニ
至

y
。
少
量
ヲ
用
プ

Y
場

合
ニ
於
－
7

A

運
動
荷
々
充
脅
セ
－
ブ
V

タ
Y
ガ
如
キ
成
ア
V

ド
モ
此
量
－
一
於
－
プ
A

箕
効
力
疑
A

シ
キ
場
合
ア

Y

7

以
－
プ
前
者
ノ
方
法
ヲ
常
－
一
行

ヘ

y
。
盟
化
一
J
ρ
y
ヲ
ム
」
A

直
接
－
一
心
筋
自
己
ニ
作
用
シ
ア
之
ヲ
刺
戟
シ
、
恰
モ
「
ヂ
ギ
タ

y
ス
」
剤
ノ
如
キ
作
用
ヲ
呈
ス

Y

コ
ト
A

一
般
－
一
認
メ
－
y

y
、
所
ナ
Y
ガ
如
シ
。
而
シ
ア
稀
薄
液
－
一
於
－
プ
A

運
動
ガ
旺
盛
ト
ナ

7
、
捧
勤
増
加
ヲ
来
ス
モ
、
濃
厚
ト
ナ
Y

－
一
従
ヒ
緊
張
上
井
、
振
幅
減
少

ヲ
来
シ
遂
－
一
運
動
ガ
静
止
ス

Y

－一至
Y
。
余
ご
了
O

U
F
照
化
「
バ

y
ク
ム
」

0
・
五
括
ヲ
徐
々
エ
括
栓
上
部
ノ
護
訣
管
内
－
一
注
入
シ
実
作
用
ア

検
シ
タ

y
。
「
ァ
ド
レ
ナ

y
ン」
A

交
政
紳
粧
ヲ
刺
戟
ジ
心
臓
蓮
動
ヲ
充
奮
セ
シ
ム
Y

A

周
知
ノ
事
貫
ナ

y
c然
レ
ド
ヱ
開
化
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン」

－
一
於
ア
A

一
定
濃
度
一
一
於
－
プ
ハ
却
ア
樽
動
ノ
減
少
及
ピ
振
幅
ノ
短
小
ヲ
来
ス
ヲ
以
－
プ
其
少
量
（
千
倍
液

0
・
二
乃
至

0
・
三
括
迄
）
ヲ
括
栓
上
部

ノ
護
謀
管
内
－
一
徐
々
ニ

荏
入
ジ
心
臓
運
動
ヲ
ム
ん
奮
セ
シ
ム
U
F

程
度
－
一
使
用
セ

y
。



貨
験
方
法
。
慕
匙
生
心
臓
品
目
付
テ
行
ヒ
店
員
験
－
一
封
ス
ル
諸
注
意
ハ
前
貧
験
／
場
合
ト
同
様
ナ
リ
。

賓
験
成
績

第
－
節

硫
酸
「
7
ト
ロ
ビ
ン
」
ト
ノ
関
係

副
腎
皮
質
蒸
舘
水
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
心
臓
作
用
－
一
就
ア
A

上
越
J

如
ク
一
定
量
ノ
注
射
－
一
依

y
一
時
的
抑
制
的
作
用
ヲ
有
ス
。
本
「
ヱ

キ
ス
」
－
一
シ
ア
副
交
戚
紳
経
ノ
ミ
ヲ
刺
戟
ぞ
プ
心
臓
抑
制
作
用
ヲ
呈
ス

Y

モ
ノ
ト
仮
定
ス
レ
バ
一
定
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
注
射
－
一
ヨ

y
此
ノ
抑
制

作
用
A

全
グ
消
失
セ
ザ
Y
可
カ
ラ
メ
。
今
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
注
入
シ
直
一
一
本
「
ヱ
キ
ス
」
（
酒
精
又
月
館
水
「
ヱ
キ
ス
」
）
ノ
一
定
量
ヲ
注
入
ス

y

ニ
向
．
心
臓
抑
制
作
用
ヲ
呈
ス

Y

コ
ト
一
般
ノ
場
合
ト
大
差
ア
Y

ヲ
認
メ
ズ
。
之
－
一
依
リ
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
心
臓
抑
制
作
用
A

軍
純
ユ
副
交
戚

紳
続
刺
戟
ノ
ミ
ニ
一
凶
Y

ニ
ア
ラ
ザ
Y
可
シ
。

臨
晶
化
「

7
Fレ
ナ
リ
ン
」
ト
ノ
関
係

前
賓
験
同
様
酸
化
1

ア
ド
レ
ナ

y
y
」
ノ
少
量
ヲ
注
射
シ
心
臓
運
動
ヲ
尤
奮
セ
シ
メ
究
デ
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
し
ヲ
注
入
ス

Y

－
一
向
、
広
一
一
制
止

作
用
ガ
現
A

Y
。

第
二
筒

盟
化
「
バ
リ
ウ
ム
」
ト
ノ
関
係

二・
O
M
Y
ノ
間
一
化
「
バ
リ
ヲ
ム
」
0
・
五
括
ヲ
前
同
様
護
謀
管
内
ニ
注
入
シ
、
心
臓
運
動
ヲ
鼓
舞
セ
シ
メ
置
キ
、
滋
－
一
一
於
－
ア
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
注
入
ス

y
時
A

倫
僅
カ
エ
制
止
現
象
ガ
現
A

U

F

。

第
三
節

第
四
節

特
殊
「
ヱ
キ
ス
」
ト
「
ア
ト
ロ
ビ
ン
」
、
「

7
Fレ
ナ
リ
ン
い
反
ビ
「
バ
リ
ウ
ム
」
ト
ノ
関
係

（
－
）
「
ア
セ
チ
リ

l
リ
ン
グ
、

ヱ
キ
ス
」
ト
「

7
ト
ロ
ビ
ン
」
ト
ノ
関
係

「
ア
セ
チ
リ
ノ

l
v
ン
」
セ
Y
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
心
臓
作
用
－
一
就
ア
A

前
遁
ノ
如
ク
ナ
Y
ガ
之
ガ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
ニ
ヨ
リ
抑
制
セ
ラ
Y

、
ヤ
否

ヤ
ヲ
検
セ
ン
ト
ス
。
郎
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ

0
・
二
乃
至

0
・
五
括
ノ
注
射
－
一
於
ア
殆
ド
心
臓
停
止
ヲ
来
サ
ン
ト
ス

Y

て
前
以
ア
「
ア
ト
ロ
ビ
ン
」
ノ

一
定
量
ヲ
注
射
し
y

直
由
一
本
「
ヱ
キ
ス
」
7
注
射
ス

Y
時
A

殆
ン
ド
其
作
用
ヲ
失
ブ
ニ
至
Y
、
之
－
一
依

y
本
作
用
A

殆
ド
完
全
－
一
副
交
戚
紳
経
刺
戟

第
六
巻

F『

原

善、..... 

近

藤

六
六
五

（
第
参
務

二
一一一〉



第
六
巻
・

1
：
【
原
F

箸
】
州
パ
パ
近

藤

六
六
六

（
第
参
毅

二
四
〉

性
ニ
悶
Y

モ
ノ
ニ
ジ
－
プ
本
「
ヱ
キ
ス
」
中
－
二
副
交
戚
紳
経
刺
戟
性
物
質
ヲ
合
有
ス

Y

モ
ノ
ト
信
ゼ
ラ
Y
。
（
第
十
二
闘
窪
田
…
）

（
二
）
友
化
「
ヱ
キ
ス
ヤ
P
「
7
ト
ロ
ビ
ン
」
、
「
7
Fレ
十
リ
ン
し
震
ビ
「
バ
リ
ウ
ム
L
ト
ノ
関
係

双
化
「
ヱ
キ
ス
L
ガ
心
臓
蓮
動
－
一
割
ジ
一
時
性
抑
制
作
用
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
A

前
遁
ノ
如
シ
。
先
ズ
聴
化
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
少
量
ヲ
注
入
シ

尤
者
性
一
一
作
用
セ
シ
メ
直
－
一
本
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
注
入
ス
Y
時
A

直
ユ
制
止
的
一
一
作
用
ジ
二
定
時
間
後
再
ピ
尤
脅
性
－
一
作
用
ス
。
又
一
定
量
ノ
ア

第十四国主f~生心臓：灰化（1:1)

t 0.1%~盤化Lアドレナリン ~o.:;c .l'.;:t入

↓l.Oc.c.灰化Lエキス1注入

第十五闘 義重主主主心臓：灰化（1:1)

↑0.05c.c.硫酸しアトロピン1 1↑ lc.c.灰化しヱキ λ九c
↑↑↑ 0.4c.c.2%盤化Lバリウム可

第十六魁 毒事庭生心臓・灰化（1:1)

↑2%駁化Lパリウム寸0.5c.c.法入， ↑ lc.l'.灰化Lヱキス寸



ヲ
注
入
シ
心
臓
運
動
賦
況
ヲ
観
察
シ
其
一
定
セ
ン
ト
ス
グ
’場
合
－
一
本
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
注
入
ス

Y

一一
完
全
－
一
心
臓
抑
制
作
用
ヲ
呈
ジ

「
ア
ト
ロ
ピ
シ
」
ノ
効
力
A

全
ク
認
メ
ラ
レ
ザ
Y
ガ
加
シ
。
此
場
合
盟
化
「
バ
リ
ウ
ノ
ム
」
ノ
一
定
量
ヲ
注
射
ス

Y

ニ
容
易
－
一
其
制
止
作
用
ノ
侠
復

ヲ
見
Y

ニ
至
－
フ
ズ
、
反
劃
－
一
瞬
化
「
バ
？
？
ム
」
ヲ
注
入
シ
－
プ
心
臓
運
動
ノ
旺
盛
並
－
一
振
幅
増
大
セ

Y
場
合
－
一
本
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
注
入
ス
Y

毛
向

著
明
ナ
Y
抑
制
作
用
ア
Y

毛
、
「
バ
リ
ノ
ヲ
ム
」
ア
注
射
セ
ザ
Y

モ
ノ
ニ
比
ジ
大
ナ
Y
差
ア

y
。
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0

0

0

0
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0

0

0

0

0

0

つ
0

0

0

0

0

0

0

0

0

是
等
ノ
作
用
ヨ

y
考
フ

Y
時
A

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
一
指
杭
セ
ザ
ル
事
A

明
瞭
ト
ナ
ル
－
二
主
介
。
而
シ
ア
此
心
臓
抑
制
作

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
O

つ
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0
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0
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0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

o

c

o

o

周
三
宮
－
一
神
経
－
一
作
用
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
心
筋
ニ
直
接
ユ
作
用
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
得
ベ
ク
、
前
者
ノ
一
部
副
交
戚
紳
縦
性
作
用
A

主
ト
シ
－
プ

0

0

0

0

0

0

0

。0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

C

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

。3
3

「
ヱ
キ
ス
」
中
－
一
合
マ
戸
、
「
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
」
叉
A

「
ヒ
ヨ

y
ン
」
樵
物
質
ニ
依
戸
ベ
ク
、
又
後
者
ノ
作
用
A

全
ク
「
ヱ
キ
ス
」
中
－
一
合
守
戸
、
無
機
摺
類

o

c

o

c

o

o

o

 

－
一
基
ク
モ
ノ
ナ

y
。

ト
ロ
ピ
ン
」

編

概

－
、
副
腎
皮
質
蒸
儲
水
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
A

共
ニ
少
量
一
一
一
炉
、
－
ア
A

初
メ
ヨ
リ
克
容
性
－
一
作
用
シ
、
増
量
ス

Y

－
一
従
ヒ
著
明
ナ
Y
心
臓
運
動
ノ

緩
徐
、
振
幅
短
小
、
ヲ
来
シ
、
大
量
ニ
於
－
プ
A

運
動
停
止
ヲ
来
λ

。
後
、
漸
次
快
復

シ
ア
常
態
－
一
復
シ
、
究
J

ア
充
奮
性
－
一
作
用
ス
。

二
、
駿
化
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
於
ア
A

初
期
充
奮
作
用
A

威
弱
セ

Y
ガ
如
キ
モ
業
他
ノ
一
般
作
用
A

前
「
ヱ
キ
ス
」
ト
同
様
ナ
ソ
。

三
、
皮
質
ノ
水
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
A

煮
沸
ス

Y

三
共
作
用
一
一
著
務
無
ク
蛋
白
ヲ
除
ク
時
A

業
ノ
強
度
－
一
多
少
ノ
強
化
ヲ
来
ス
モ
主
（
心
臓
作

用
A

一
一
般
ノ
モ
ノ
ト
同
様
ナ

p
。

回
、
「
ヱ

1
－プ
Y
」
抽
出
物
A

酸
化
ス

Y

モ
僅
カ
ユ
心
臓
－
一
封
ジ
克
奮
性
－
一
作
用
ス

Y
ガ
如
シ
。

五
、
双
化
「
ヱ
キ
ス
」
モ
亦
心
臓
抑
制
作
用
及
ピ
二
究
的
充
奮
作
用
ヲ
有
ジ
、
此
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
寸
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
ニ
依

y
－
プ
殆
ド
防

グ
事
能
A

ズ
。
臨
化
「
バ

y
ヲ
ム
」
－
一
依
リ
僅
－
一
抑
制
セ
ク

y
、
二
一
過
ギ
ズ
。

六
、
「
ア
セ
チ
リ
ノ
I
M
F
ン
グ
、
ヱ
キ
ス
」
A

少
量
－
一
於
－
プ
葉
作
用
劇
烈
ト
ナ

y
、
微
量
－
於
－
プ
モ
振
幅
短
小
、
運
動
緩
徐
ヲ
来
シ
甚
シ
キ
時
A

運

動
ヲ
停
止
ス

Y

－一至
Y
。
此
「
ヱ
キ
ス
」
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
一
依
η
ノ
殆
ド
完
全
－
一
指
抗
ス

Y

－一至
y
。

本

指

第
六
巻

F『

原

箸
....... 

近

藤

六
六
七

（
第
参
披

二
五
）



第
六
巻

F「

原

著
、....！

近

藤

六
六
八

（
第
参
披

一一六）

七
．
副
腎
皮
質
一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
二
基
及
家
兎
－
一
於
－
ア
差
異
ア
認
メ
ズ
。

八
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
心
臓
作
用
物
質
A

蛋
白
、
脂
肪
類
ニ
非
－
フ
ズ
、
耐
熱
性
－
一
シ
ア
一
部
「
ヒ
ヨ
リ
シ
」
又
A

「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
様
物
質
ノ
作

用
ア
認
メ
件
ペ
グ
叉
一
部
A

無
機
臨
類
ノ
作
用
－
一
基
ク
モ
ノ
ナ

y
。

第
五
編
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
難
生
血
管
ユ
反
ス
影
響

序
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
ー
ァ
匙
生
血
管
－
一
封
ス

Y
作
用
ヲ
研
究
セ
ジ
文
献
A

余
ノ
渉
獄
セ
ジ
範
圏
内
一
一
ア
A

特
記
ス
ペ
キ
モ
ノ
無
シ
。
而
ジ
ア
余

A

前
編
二
一
於
－
プ
血
腿
及
ピ
心
臓
一
一
封
ス

Y
作
用
ヲ
研
究
ジ
タ
Y

ヲ
以
47
、
芋
、
血
煙
作
用
ヲ
説
明
ス

Y
上
ェ
血
管
－
一
封
ス

Y
作
用
ヲ
知
－
フ
ザ
Y
可

－フザ
Y

ニヨ

y
本
質
験
ア
企
ア
タ

y
。

冨

第
一
章

一
般
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用

韓
国
駿
方
漆
υ
動
物
ハ
家
兎
及
ピ
暮
ヲ
用
ヒ
、
前
者
ハ
耳
殻
及
ピ
下
校
7
、
後
者
ハ
内
臓
血

管
及
ビ
下
肢
ヲ
用
ュ
。

〈
一
）
家
兎
耳
殻
血
管

勺一宿泊

gzr一
氏
法
＝
則
リ
家
兎
ヰ
鮫
ヲ
根
部
ヨ
リ
切
除
シ
後
耳
動
脈
内
一
ア
細
キ
「
カ
一
一

7
レ
」
ヲ
持
入
シ
絹
糸
ヲ
以
テ
隠
す
結
繋
て
而
シ
テ
室
温
－
一
於
テ
川
ン
ホ
恥
什
氏
波

ヲ
枯
州
タ
セ
ル

7
p
オ
7

ト
氏
瓶
－
一
議
設
管
ユ
ヨ
リ
連
結
セ
シ
メ
約
二
十
糠
／
液
歴
／
下
一
一

一
定
時
間
滋
流
シ
滴
数
ノ
一
定
シ
タ
ル
後
賞
験
－
一
供
見
。
連
絡
／
際
特
－
一
異
物
叉
ハ
空
気

／
笈
入
セ
ザ
ル
様
抗
意
セ
リ
。

（
ニ
）
家
兎
下
肢
血
管

後
メ
「
ウ
レ

F

Y
し
麻
酔
（
血
陵
貸
験
参
照
〉
ヲ
行
ヒ
、
背
位
一
一
回
定
シ
下
院
腔
ヲ
開
キ
腹

部
大
動
脈
ノ
線
附
胸
骨
動
脈
分
校
部
直
上
二
P、
テ
動
脈
壁
－
一
・
小
穿
刺
ヲ
加
へ
（
抽
守
止
血
／

目
的
二
其
上
部
動
脈
ユ
動
脈
「
ク
レ
シ
メ
」
ヲ
用
7
〉
特
ユ
作
レ
ル
硝
子
力
ニ
ュ

1
レ
」
ヲ

掃
入
シ
絹
糸
ヲ
以
テ
動
脈
壁
ト
共
－
－
竪
ク
結
繋
シ
他
端
ハ
謎
諜
管
ヲ
以
テ
コ
一
十
九
度
（
撮

氏
二
温
メ
タ
ル
、
リ
ン
ヂ
ヤ

1
氏
液
ヲ
満
9
セ
ル
マ
リ
オ
y

ト
氏
瓶
一
一
連
結
セ
シ
メ
、
一

方
雨
側
下
肢
骨
盤
ヨ
リ
集
P
来
リ
合
シ
テ
大
静
印
刷
斡
ト
成
レ
ル
部
二
一
知
小
ナ
ル
硝
子
「
カ

品ユ

l
レ
」
ヲ
婦
人
シ
其
出
口
ヲ
下
方
－
一
向
ハ
シ
メ
液
ノ
排
出
品
際
シ
テ
抵
抗
無
カ
ラ
シ

メ
液
師
陀
約
二
十
糎
ノ
下
－
一
瀬
流
ス
ル
時
ハ
、
液
ハ
次
第
三
透
明
ト
ナ
リ
滴
数
亦
次
第
ユ
一

定
ス
ル
一
一
主
ル
。
蕊
ユ
於
テ
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
，
カ
ニ
ュ

1
レ
L

上
部
ノ
護
謀
管
内
＝
徐
々
昌
一
注

入
ス
ル
時
ハ
滴
敬
一
一
獲
化
ヲ
来
ス
ベ
シ
。
例
テ
其
ノ
注
射
前
後
＝
於
ケ
ル
滴
数
／
差
ヲ
以

テ
血
管
／
扱
張
セ
ル
ヵ
、
叉
ハ
縮
小
セ
ル
カ
ヲ
知
ル
。

（
三
）
摘
出
セ
ザ
ル
耳
敢
血
管

マ
7
2
E
m一
口
氏
法
ト
全
ク
同
一
ナ
ル
モ
唯
耳
殻
全
部
ヲ
摘
出
セ
ズ
，
旬
、
神
経
幹
部
ノ

ミ
ヲ
建
シ
他
ハ
皆
切
除
シ
、
出
血
セ
ル
部
ハ
結
繋
ヲ
行
フ
。
此
場
合
ユ
於
テ
ハ
紳
経
ハ
英

中
極
ト
ノ
連
絡
ヲ
宥
ス
ル
ヲ
以
テ
尋
常
ノ
緊
張
ヲ
保
持
ス
ル
事
及
ピ
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
局
所
作

用
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
中
恒
ト
ノ
関
係
ノ
有
無
7
モ
剣
断
ス
ル
勺
ト
γ
得
ル
利
貼
ア
リ
。
而
シ
テ

木
試
験
ユ
於
テ
ハ
咋
静
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
中
東
兎
ハ
「
ウ
レ
タ
ン
」
麻
酔
昨
ヲ
議
メ
施
シ
置
ク
モ

ノ
ト
ス
。

〈
四
）
塞
血
管



基
下
肢
血
管
ハ
ョ
・
2
白己

g
Z辺
氏
法
二
一
準
竣
シ
腹
部
大
動
脈
内
－
7
小
「
カ
－
一
ユ

1
レ」

ヲ
婦
人
シ
之
ヲ
竪
ク
結
紫
シ
腰
部
以
下
ヲ
切
断
シ
、
之
ヲ
傾
斜
セ
ル
精
子
板
吠
－
一
様
へ
、

「
カ
－
二

I
レ
」
／
一
端
ハ
諮
問
談
管
＝
ヨ
リ
マ
リ
オ
ッ
ト
氏
瓶
－
一
連
結
シ
、
括
栓
ヲ
開
キ
約

二
十
糎
ノ
液
腫
ノ
下
－
一
り
ン
ヂ
ヤ
1
氏
液
ヲ
用
ヒ
液
流
ス
ル
時
ハ
漸
次
一
一
シ
テ
液
ハ
湾
明

ト
ナ
ル
。
此
時
一
定
ノ
傾
斜
ヲ
有
ス
ル
精
子
板
ノ
一
角
ヨ
リ
滴
下
ス
ル
敷
ガ
一
定
シ
来
ル

ヲ
待
チ
テ
家
兎
下
肢
－
一
於
ケ
ル
ト
同
様
＝
シ
テ
貸
験
＝
供
ス
。

（
五
）
塞
内
臓
血
管
濯
流

原
理
ハ
吋
さ
と
三
三
コ
J

）
氏
法
＝
則
リ
、
勝
及
ピ
脊
髄
ヲ
破
壊
セ
ル
纂
ヲ
背
位
ト
然
シ
、

胸
腹
壁
ヲ
開
キ
、
頭
部
、
上
下
肢
、
及
ピ
肺
臓
ユ
一
主
ル
血
管
ヲ
悉
タ
結
繋
uv

、
大
動
脈
／

心
臓
附
近
ユ
於
テ
動
脈
壁
－
7
小
穿
刺
ヲ
加
へ
此
内
＝
小
1

カ
＝
ュ

1
レ
」
ヲ
持
入
シ
、
結
紫

シ
、
此
「
カ
ニ

1

レ
」
ノ
一
端
ハ
謙
譲
管
二
す
、
利
引
刻
叶
｜
川
氏
瓶
三
連
結
シ
引
川
判

ヤ
1
氏
液
ヲ
以
テ
液
流
ス
。
一
方
、
大
静
脈
ノ
心
臓
ニ
入
ラ
シ
ト
ス
ル
部
＝
心
臓
墜
ヲ
遁

ジ
テ
静
脈
内
＝
小
一
カ
＝
ュ

1
レ
」
ヲ
挿
入
シ
、
其
尖
端
ヲ
下
方
ユ
向
7

如
ク
ユ
シ
テ
結
繋

固
定
ス
。
而
シ
テ
約
二
十
糠
ノ
田
駅
／
下
＝
潮
流
ス
、
而
シ
テ
一
定
時
ヲ
経
ル
時
ハ
液
ハ
透

明
ト
ナ
り
「
カ
ユ
ユ

1

レ
」
ヨ
リ
落
ツ
ル
滴
数
ガ
一
定
シ
来
ル
ヲ
以
テ
蕊
一
一
一
於
テ
「
ヱ
キ
ス
」

ヲ
注
射
シ
、
注
射
前
後
／
滴
数
ヲ
計
算
λ

ル
モ
ノ
ト
ス
。

賓
験
成
績

血
腿
及
ピ
心
臓
作
用
ニ
就
手
ノ
有
効
ナ

Y
A
主
ト
シ
ア
蒸
儲
水
、
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ナ

y
。
本
質
験
－
一
一
於
ア
モ
同
様
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
用
ヒ
、

且
ッ
過
般
化
水
素
水
ヲ
於
ア
醍
化
シ
、
血
煙
及
ピ
腸
管
作
用
ニ
於
4

ア
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
作
用
無
キ
ヨ
ト
ヲ
確
メ
タ
M
Y

モ
ノ
－
一
就
，
ァ
賓
験
セ

y
。

第

一

節

家
鬼
末
梢
血
管

ピスャムスキー氏法：沼精Lヱキス1

Tノ、滴数， 8ノ、時間（分）ヲ示ス

0.2括注入

第五表

第
六
巻

F『

原

藤

著..... 

近

第

一

項

家

鬼

耳

殻

血

管

刺
戟
又
A

暦
力
ノ
影
い
響
ア
少
ク
ス

Y
A局
メ
、
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
括
栓
上
部
ノ
護
誌
管
内
二
徐
々
－
一

注
入
ス
。
先
ズ
少
量
ヲ
注
射
ス
山
戸
時
A

初
メ
第
一
分
－
一
一
於
－
プ
A

殆
ド
影
響
無
ク
、
第
二
分
以
後

－
一
於
ア
縮
小
性
ニ
作
用
ジ
満
歎
著
シ
グ
減
少
ス
M
Y

－
－
至

y
二
十
乃
芳
三
十
分
－
一
シ
ア
注
射
前
ノ

一
柄
数
－
一
良

y
。

又
、
神
経
ヲ
以
－
プ
生
鰻
ト
連
絡
セ
U
Y

標
本
－
一
一
於
－
プ
屯
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
一
定
量
ヲ
注
射
ス

Y
時

A

注
射
後
直
ニ
血
管
A

紡
小
シ
一
定
時
ノ
後
注
射
前
ノ
満
歎
－
一
良

y
。

又
、
本
標
本
ニ
於
－
ア
生
館
内
三
者
明
血
腿
ア
下
降
セ
シ
ム
Y
廿
一
ヲ
注
封
ス
Y
時
A

、

注

射

前

後
ノ
満
数
一
一
於
ア
殆
ド
葉
差
異
ァ
一
郎
メ
ズ
。
之
－
一
依

y
本
「
ヱ
キ
ス
」
／
血
管
牧
縮
作
用
A

主
ト

六
六
九

〈
第
参
競

七、、，，



炉...＿.

メι
ジ

タ
ノV

後

護

議{'!!!; 
両

みウ
ヨ
11 ーっ
ノニz
牧キ
単価ス
作」
用ノ
ヲ ー一

起定
シ量
、ヲ

二注
十射
分ス第ヒ表
乃ノV
至時

十極
分少
間量キ局リト 輿
ニノ J、所濯異家第セ
シ場想作流リ兎ニザ
ア合像用セ庚下項ノV
注ニシモヌ汎肢 ガ
射於得亦ノV ナ漉家主日
ノアペ強、 JV 流鬼シ
朕モキ度ヲ範 J、下
持注慮ナ以国耳肢
ニ射ナノV アニ Jfn.血
復第リペ其豆管管

第

六

品

位

著】

，W
1
近

F、
原

前
貫
駿
ニ
於
ヶ

Y
ガ
如
ク
調
教
ノ

藤
ピスセム ス キー氏法（市1\1 ＇.：~ヲ以テ生

飽ト連絡セノレモノ）

i酉精しエキス「（1:3),LO旋注入
Tノ、一分間滴数， 3，、時間（分）ヲ示ス

第六表

家見下肢血管i産流：ミTH青Lヱキ見守
I o.5まE ]f 1.0見注入
T一分間滴mx,sハ時間（分）ヲ示ス

第八表

コミ。

六
七

O

二
八
〉

（
第
品
少
時
胤

ピスセム スキー氏法（市中;;rヲ以テ連
絡セル毛／）

酒精Lヱキス＂（ 1:3)7・h キロ1.0沌静

脈内注射

Tノ、一分間消数＇：：：；＿，、時間（分）ヲ示ス

ジ
ア
局
所
作
用
ニ
基
ク
モ
ノ

ニ
シ
ア
中
橿
作
用
A

殆
ド
開

第
二
筒
塞
末
輸
血
管

前
賓
駿
方
法
ノ
如
ク
滴
敷
ノ
一
定
ジ
タ
Y
後
、
折
栓
上
部
ノ
護
誌
管
内
ニ
一
郎
／

加
で
フ
ザ
Y
様
一
定
量
ノ
「
ヱ
キ
ス
L
ヲ
徐
々
ニ
注
入
ス
山
戸
時
三
注
射
後
第
一
分

ヨ
リ
ノ
牧
縮
ヲ
来
シ
、
業
注
射
量
－
一
膝
ジ
、
主
ハ
牧
紡
ノ
強
度
及
ピ
牧
縮
時
持
績
ノ
延

長
ヲ
来
ス
。
而
シ
－
プ
一
定
時
間
後
－
一
滴
敷
注
射
前
ヨ
リ
増
加
シ
来
Y
傾
向
ア
η
ノト

雌
モ
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
＝
因
ス

Y
ャ
、
又
A

血
管
ノ
緊
張
ガ
減
弱
セ

Y

－一因
M
Y

ヤ

不
明
ニ
ジ
ア
実
作
用
A

常
ニ
輯
度
ナ

y
。
斯
カ

Y
叫
爪
態

A

「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
強



度
ノ
血
管
牧
縮
後
－
一
号
血
管
筋
疲
労
ノ
結
果
遂
一
一
旗
張
ヲ
来
ス
ト
云
プ
モ
ノ
ア

y
。
果
ジ
ア
然
－
Y

バ
本
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
於
戸
プ
モ
其
牧
縮
作
用
強

度
ナ
グ
’
ヲ
以
－
プ
疲
・
持
ノ
結
果
後
接
的
競
張
作
用
ヲ
呈
ス
U
Y

ュ
至
Y

ヤ
モ
計
－
ブ
レ
ズ
。

第
三
筒

内

トレシデレシプルグ氏法：i酉精

Lヱキス寸(J・：3)

J 0.3犯注入， Il0.5立E注入

1‘ノ、一分院i尚数，Sノノ、時間（分）

ヲ示ス

第九表

臓

血

管

アリオーリツヒ氏法， i酉精

しヱキス，(1:3)

I LO施， E0.2Ji,'f注入

T~、一分間滴盟主，凶ノ、時間（分）

ヲ示ス

第十表

前
例
ノ
却
ク
浦
敏
ノ
一
定
セ

Y
後
、
括
栓
上
部
ノ
護
誌
管
内
－
二
叩
ヱ
キ
ス
」
ノ
一
定
量
ヲ
徐
々
ニ
注
入
ス
山
戸
時
A

業
成
績
A

末
梢
血
管
－
一
於

ケ
U
Y

ト
殆
ド
同
様
－
一
シ
ア
少
量
注
刑
ノ
場
合
－
一
於
－
プ
モ
初
メ
ヨ
リ
ノ
牧
縮
性
－
一
作
用
シ
、
注
射
量
－
一
底
ジ
牧
紡
ノ
強
度
及
持
続
ノ
延
長
ヲ
・
来
ス
。

而
レ
ド
モ
末
梢
血
管
ニ
比
シ
其
牧
縮
力
弱
キ
ガ
如
ジ
。

第
二
章
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
「
ア
ト
ロ
ビ
ン
」
、
「
ア
ド
レ
テ
リ
ン
」
及
ビ
「
バ
リ
ウ
ム
」
ト
ノ
関
係

「
ア
ト
廿
ピ
ン
」
ノ
末
梢
血
管
一
一
封
ス

Y
作
用
－
一
就
－
ア

A
甚
ダ
複
雑
－
一
ジ
ア
詳
細
ノ
貼
－
一
至
Y
4
7
A

未
ダ
一
定
ノ
設
無
キ
ガ
如
キ
モ
車
ニ
副

交
戚
神
経
ュ
作
用
ス

Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
、
交
戚
紳
経
ブ
毛
由
民
シ
、
其
牧
縮
紳
経
ヲ
麻
庫
セ
シ
ム

Y
作
用
ヲ
有
ジ
二
定
濃
度
－
一
一
於
ア
ハ
何
等

第
六
巻

著
~ 

近

藤

F『

原

六
七

（
第
参
披

二
九
V



第
六
巻

F『

原

箸－
....... 

i丘

藤

六
七

（
第
参
競

。
、ー〆

ノ
作
用
ヲ
呈
セ
ザ
Y
カ
又
A

僅
カ
ニ
質
強
作
用
ヲ
有
ジ
比
較
的
大
量
－
一
於
－
プ
A

競
張
作
用
A

殆
ン
ド
見
Y

コ
ト
無
ク
牧
縮
作
用
ヲ
起
ス
事
等

A

一
般
ニ
承
認
セ
ラ

v
タ
Y

モ
ノ
、
如
シ
。
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
ガ
一
定
量
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
一
ヨ

y
其
／
副
交
戚
神
経
允
脅
作
用
ヲ
失
フ
事
A

周

知
ノ
事
質
－
一
シ
ア
、
業
務
議
開
タ

y
「
ア
セ
チ

1
Y
、
ヒ
ヨ
リ
〆
ン
」
ニ
於
－
プ
モ
「
ヒ
ヨ

p
ン
」
ノ
如
ク
血
管
憤
張
性
及
ピ
収
縮
性
ノ
二
作
用
ア
有

ス
Y

毛
ノ
ニ
ジ
ア
一
定
量
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ニ
依

y
減
弱
又
A

消
失
ス

Y

コ
ト
A

一
一
般
－
一
認
メ
ラ
w
y

、
所
ナ
Y
ガ
加
シ
、
2
Z
42
5
此
意
味
－
一

於
ア
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
管
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
7
依

y
如
何
ナ
Y
関
係
ι
在
Y
カ
ヲ
知
－
フ
シ
ト
欲
シ
本
質
験
ヲ
企
ア
タ

y
、
市
ジ
ア
「
ア
ト

ロ
ピ
ン
」
使
用
量
A

人
－
一
ヨ
リ
業
日
プ
所
ヲ
異
－
一
ス
。
而
シ
－
Y
余
A

墓
ヲ
使
用
セ

Y

ヲ
以
4

プ
多
数
ノ
例
－
一
一
於
－
ア
賓
験
シ
、
僅
カ
ニ
血
管
ヲ
牧
縮

セ
シ
ム

Y
程
度
ヲ
常
ニ
使
用
セ

y
。
即
一

0
・
0
μ
ノ
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」

0
・
玉
耗
ア
括
栓
上
部
ノ
護
諜
管
内
二
徐
々
ニ
注
入
セ

y
。
此
桂

度
ニ
於
7

A

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
血
管
股
縮
作
用
A

抑
制
セ
ラ
Y

、
モ
、
開
化
「
バ

y
ク
ム
L
ノ
血
管
股
縮
作
用
A

著
明
－
一
存
在
ス
。
卸
此
ノ
程

度
ニ
於
－
プ
A

神
経
A

侵
サ
レ
タ
Y

モ
血
管
筋
A

向
侵
サ
レ
ザ
Y
ヲ
如
y
。
其
他
崎
町
化
「
ァ
ド
レ
ナ

y
ン
」
時
間
化
「
バ

y
－
ヲ
ム
」
ノ
作
用
－
一
就
ア
A

心
臓
ノ
場
合
－
一
週
ペ
タ
Y
ト
同
様
ナ
Y
ヲ
以
ア
省
略
セ
ン
ト
ス
。

第
一
節

酒
個
師
l

ヱ
キ
ス
」

本
「
ヱ
キ
ス
」
A

基
心
臓
－
一
封
シ
抑
制
作
用
ヲ
呈
ジ
此
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
－
一
ヨ
リ
殆
ン
ド
除
去
セ
ラ
レ
ザ
Y
ヲ
以
テ
’
血
管
－
一
一
割
シ
如
何

ナ
Y
作
用
ヲ
ロ
王
ス

Y
ヤ
ヲ
知
－
フ
ン
ト
欲
シ
、
先
ズ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
一
定
量
ア
括
栓
上
部
ノ
護
議
管
－
一
徐
々
ニ
注
入
シ
、
直
一
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ

一
定
量
ヲ
注
射
シ
、
又
A

本
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
先
ズ
注
入
ジ
置
キ
血
管
ノ
著
明
一
一
縮
小
セ

Y
時
期
－
一
「
ア
ト
ロ
ピ
シ
」
ヲ
注
射
ス

Y

－
一
品
川
著
明
ニ
血

管
牧
縮
作
用
ヲ
認
メ
、
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
注
射
セ
ザ
Y

モ
ノ
ュ
比
シ
業
牧
縮
作
用
硝
々
減
弱
セ
M
Y

ガ
如
ク
、
叉
牧
縮
持
績
時
稿
々
早
キ
ガ
如

ク
、
唯
僅
カ
ニ
一
括
抗
作
用
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ジ
ム

Y

ニ
過
ギ
ズ
。

第
二
節
友
化
「
ヱ
キ
ス
」

通
常
使
用
「
ヱ
キ
ス
」
量
ノ
三
乃
至
五
倍
ヲ
友
化
シ
、
此
浸
出
液
ヲ
血
脹
及
ピ
心
臓
作
用
ニ
就
－
ア
検
シ
h
p
y

ヲ
以
－
プ
血
管
－
－
劉
シ
ア
モ
如
何
ナ

U
Y

作
用
ヲ
呈
ス
U
Y

ヤ
ヲ
検
シ
タ

F
。
本
「
ヱ
キ
ス
」
／
一
定
量
ア
前
同
様
注
射
ス

Y

ニ
注
射
第
一
分
ヨ

y
著
明
ノ
牧
縮
作
用
ヲ
現
A

シ
、
其
使
用



量
二
時
服
ジ
ア
葉
強
度
及
ピ
持
績
ヲ
異
一
一
ス

Y
事
一
般
「
ヱ
キ
ス
」
作
用
一
一
同
ジ
ク
、
了
。
耗
乃
至
了
五
括
ヲ
注
射
ス

Y

ニ
著
明
ナ
Y
血
管
牧
縮

作
用
ヲ
現
A

シ
十
分
乃
至
二
十
分
以
上
モ
持
績
ス

Y

コ
ト
ア

y
。

本
「
ヱ
キ
ス
」
ト
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ト
ノ
関
係
ヲ
検
索
ス

Y

－
二
定
量
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
注
射
シ
置
キ
本
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
タ
Y

ニ、

殆
ド
常
態
ト
異
Y
所
無
ク
著
明
ナ
Y
股
縮
作
用
ヲ
現
A

ス
。
郎
本
「
ヱ
キ
ス
」
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
一
一
殆
ド
反
感
セ
ゼ
U
Y

ヲ
知
y
。

第十一表 トレンデレ Y プルグ氏法

I 純しアルコー Jレ寸~置．酒精Lヱ

キス寸（1:3)1.0民法入後直＂＂＇ 10

%硫酸Lアトロピン， 0.5括注入

10%硫酸 Lアトロピン寸法入後

灰化しヱキス守(1:1)1.0施注入

Tノ、一分間／j荷数， Sノ、時間（分〉ヲ示ス

:n: 

ヱキス可法入

トレンヂレシプルウ氏法： Lアセチリー Jレング，

ヱキス寸（1:3）灰化しヱキス寸(1:1)

I o.5主（， ][ 0.2立hアセチクールング，

][ 1.館E灰化しヱキス寸注入

Tノ、一分間消数，齢、時間（分）ヲ示ス

第
三
筒
「

7
セ
チ
リ
l
ル
ン
夕
、
ヱ
キ
ス
」

本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
微
量
ヲ
護
訣
管
内
ニ
徐
々
ニ
注
入
ス

y
＝
注
射
第
一
分

ユ於－
7

A

殆
ド
牧
縮
作
用
ヲ
現
A

＋
ノ
ズ
シ
ア
稀
レ
－
一
旗
張
セ

Y
ガ
如
ク
、

第
二
分
以
後
二
於
－
プ
A

著
明
ナ
Y
牧
結
作
用
ヲ
表
A

U

4

、
常
増
量
シ
ア
注

射
ス

Y
昨
A

注
射
第
一
一
分
ヨ

y
著
明
ノ
牧
縮
作
用
ヲ
雌
百
三
一
十
分
乃
至
三
十
分
－
一
シ
ア
注
射
前
ノ
満
数
－
一
一
民
Y
事
多
シ
。

本
つ
ヱ
キ
ス
」
ト
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ト
ノ
関
係
ア
見
Y

一
一
先
グ
一
定
量
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
注
入
シ
ア
血
管
紳
経
ヲ
麻
酔
ジ
置
キ
本
「
ヱ
キ
ス
」

ヲ
注
射
ス

Y

－
一
殆
ド
完
全
－
一
近
ク
牧
縮
作
用
ヲ
抑
制
セ
ク
Y
。
此
際
一
千
倍
ノ
瞬
化
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ヲ
注
入
ス

Y

－
一
業
政
縮
作
用
現
A

レ

第
六
忠
信

著、，A

近

藤

r-、
思

六
七

〈
第
参
稼

一一一、＿，. 第十二表



第
六
巻

F’司

原

藤

ズ
。
開
化
「
バ
ソ
ウ
ノ
ム
」
ア
注
入
ス

Y

ニ
著
明
ナ
Y
牧
縮
作
用
ヲ
管
ム
ヲ
見
タ

Y

7
以－
7
此
場
合
－
一
一
炉
、
ヶ
Y
血
管
牧
縮
作
用
A

血
管
収
縮
神
経

六
七
四

（
第
参
波

一
一、、J

斗一省］

近

繊
維
ノ
充
奮
－
一
基
ク
毛
ノ
ナ
Y
ヲ
知
Y
。

トレ y ヂレ Yプルゲ氏法ー

しアセチ y-1レング，ヱキス1

10%硫酸Lアトロピ y寸0.:j犯注入

1.0施Lヱキス1注入ス

1.0;)[2,'c~，hパリウム寸法入

同上しアトロピン1注入， 1.0鈍」ヱ

キス寸注入

0.3J't(Ol ~手磁化Lアドレナリン寸注

入， 1.0蛇盤化Lパリウム寸法入

T~、一分間i市蚊，持ノハ時間（分）ヲ示ス

第十三表

I 

:n: 

薬
物
ノ
血
管
作
用
ニ
閲
ス

Y
文
献
ヲ
見
y

］ 

／‘ 

及
ピ

三
〕一二
g

J

A

蛇
血
管
－
一
就
ア
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
比
ピ

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
1
一
タ
以
－
ア
賞
験
セ
ジ
結
果
．
迷
走
紳
経

性
血
管
牧
縮
神
経
ヲ
仰
向
想
シ
、

早
川
氏

｛土V
A

「
ア
セ
テ

l
y
、
ヒ
ヨ
リ
シ
」
ノ
血
管
－
一
割
ス

Y
作
用
ヲ
「
ア
ト
ロ

ピ
ン
」

及
ピ
諸
種
薬
物
ト
ノ
相
互
関
係
ヨ

y
交
戚
紳
経

以
外
ニ
副
交
脱
紳
縦
性
瞭
張
及
ピ
牧
縮
ノ
雨
繊
維
ノ
存

在
ヲ
侭
想
ス
U
Y

－一王

ν
y
。
而
シ
ア
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」

ノ
一
定
量
二
究
成
紳
経
牧
縮
繊
維
ヲ
刺
戟
ジ
ア
血
管
ヲ

縮
小
セ
シ
ム

Y

コ
ト
異
論
無
キ
所
ナ
M
Y

ガ
、
小
量
ノ
場
合
－
一
炉
、
7
A
叉
慌
張
作
用
ア
ル
ペ
キ
事
宇
多
ク
ノ
人
－
一
ヨ
リ
認
メ
ラ

Y

、
所
ナ
ク
。

「
ァ
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
一
定
量
ガ
「
ア
ド
レ
ナ
ソ
ン
」
ノ
血
管
侵
襲
貼
ヲ
侵
シ
、
桔
抗
作
用
ヲ
有
ス
M
F

コ
ト
A

師
定
ノ
事
貫
ナ
Y
ガ
、
「
ア
ト
ロ
ピ

ン
」
ノ
一
定
量
ヲ
瀧
流
作
用
セ
ジ
メ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
シ
」
ア
注
入
ス

Y
時
ナ
却
－
プ
血
管
慌
張
性
－
一
作
用
ス
ト
云
フ
。
長
津
川
氏
A

此
現
象
ヲ
説
明

ス
Y

－
二
』
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
A

交
戚
神
経
ノ
牧
縮
繊
維
ヲ
麻
揮
ス

Y
ガ
故
－
一
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
血
管
牧
縮
作
崩
ヲ
抑
制
シ
、
箕
殆
ド
完
全
麻
療
ヲ

招
ク
ニ
至

y
「ア

γν
ナ
リ
ノ
ン
」
ノ
慌
張
繊
維
刺
戟
ガ
優
勝
ヲ
示
シ
血
管
A

却
ア
慌
張
ヲ
皇
ス

y
z
t
ノ
ナ
リ
ト
云
へ

y
。
印
上
越
セ

Y
如
ク
「
ア

ド

ν
ナ

y
ン
」
、
「
ヒ
ヨ
ソ
ン
」
比
ピ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
如
キ
薬
物
作
用
一
一
於
－
Y

モ
向
且
ッ
斯
ク
ノ
如
ク
箕
量
－
一
一
炉
、
ァ
種
々
ノ
作
用
ヲ
有
シ
且
作

用
機
暢
－
一
就
，
プ
モ
定
説
ト
ジ
ア
認
メ
ラ

y
、
エ
至
－
フ
ザ
Y
ガ
如
ジ
。

翻
e

プ
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
／
血
管
作
用
ニ
就
ア
考
プ
Y

－
一
、
「
ヱ
キ
ス
」
中
－
一
A

種
々
物
質
ノ
混
合
－
－
依
Y

屯
ノ
ζ

シ
ア
川
町
然
之
ヲ
定
ム

Y



A

素
ヨ
η
ノ
不
可
能
ナ
リ
ノ
。
然
レ
ド
モ
上
主
貰
験
－
一
徴
シ
其
主
作
用
ヲ
定
ム
Y

A

敢
ア
至
難
ノ
事
－
一
ア
ラ
ザ
Y

可
ジ
。
郎
チ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
l

ア

ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
及
ピ
「
バ

y
ヲ
ム
」
等
ノ
作
用
ヲ
介
シ
其
血
管
牧
縮
作
用
A

葉
一
部
A

血
管
牧
縮
紳
経
繊
維
刺
戟
作
用
－
一
基
キ
一
部
A

血
管
筋
直

接
品
刺
戟
シ
ア
之
ヲ
牧
縮
セ
シ
ム
グ
モ
ノ
ト
認
メ
得
ペ
シ
。

本

編

概

括

白
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

家
兎
耳
血
管
、
後
肢
血
管
及
ピ
基
後
肢
血
管
一
一
一
割
シ
縮
小
作
用
ア

y
。

二
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
管
牧
縮
作
用
A

主
ト
シ
ア
局
所
刺
戟
作
用
－
一
因
ス

Y
ガ
如
シ
。

一
二
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

宴
内
臓
血
管
－
一
封
シ
牧
縮
作
用
ヲ
有
ス
。

目
、
副
腎
皮
質
双
化
「
ヱ
キ
ス
」
モ
亦
血
管
牧
縮
作
用
物
質
ァ
合
有
ス
。

玉
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
管
牧
縮
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
注
入
－
一
ヨ
リ
僅
カ
ニ
減
弱
セ
ラ
Y
。

六
、
副
腎
皮
智
「
ア
セ
チ

y
l
y
ン
グ
、
ヱ
キ
ス
」
A

微
量
ヲ
用
ブ
Y

モ
血
管
縮
小
作
用
著
明
ナ

y
。

七
、
副
腎
皮
質
「
ア
セ
チ
リ
ノ
1

Y
シ
グ
、
ヱ
キ
ス
L

ニ
因
Y
血
管
牧
縮
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
注
入
－
一
依

y
殆
ド
消
失
ス
。

八
、
副
腎
皮
質
一
決
化
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
管
牧
縮
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
／
注
入
ニ
依

y
殆
ド
影
響
ナ
シ
。

丸
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
血
管
作
用
ノ
主
ナ
Y
有
効
物
質
A

蛋
白
又
A

脂
肪
類
－
一
非
ラ
ズ
、
耐
熱
性
－
一
シ
ア
其
一
部
A

「
ヒ
ヨ

y
ン
」
又
A

「ヒ

ヨ
η
ノン
L
様
物
質
ナ
Y

ペ
ク
、
又
一
部
無
機
購
類
ノ
作
用
ナ
Y

ペ
シ
。

十
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
一
般
作
用
A

一
部
血
管
紳
経
－
一
働
キ
一
部
血
管
筋
－
一
直
接
－
一
作
用
ス

Y
ガ
加
シ
。

第
六
編

血
慶
降
下
物
質
ノ
本
性
並
Z
其
作
用
機
時

序

言一
般
臓
器
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
座
下
降
作
用
機
轄
A

甚
ダ
複
雑
－
一
ジ
ア
一
々
確
賞
ナ
Y

賓
験
ヲ
根
懐
ト
シ
ア
之
ヲ
説
明
セ
Y

モ
ノ
少
シ
。
余
A

副

腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
煙
下
降
作
用
ヲ
研
究
ス

Y

二
百
リ
ノ
塞
考
－
一
資
セ
シ
ガ
鴻
メ
二
、
三
従
来
ノ
文
献
ヲ
繕
ク
－
一
三
戸
店
主
及
ピ

J
4
2
2三
2

第
六
品
位

F『

原

著
l...J 

t庄

藤

六
七
五

（
第
参
磁

一一、甲〆



第
六
血
管

F『

原

著
~ 

ili. 

藤

六
七
六

四、J

（
第
参
競

H
J
5
v
P
E
g－－
W2
等
A

脂
下
垂
健
「
ア
Y

コ

l
y
、
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
座
下
降
作
用
A

一
部
血
管
ノ
横
張
作
用
－
一
基
キ
、

二
依
Y
ト
云
ヒ
、
可
c
－｝乞
z
一3
2

A

諸
種
臓
器
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
就
－
プ
血
座
下
降
作
用
ヲ
認
メ
是
等
臓
器
「
ヱ
キ
ス
」
中
－
一
A

ノ
有

y
－
プ
血
管
ヲ
菰
張
セ
シ
ム

Y
ζ

因
ス

Y
ナ
ラ
シ
ト
云
へ

y
。］｝
hr
一
三
口
同
［

ALE－’
E
A
甲
扶
腺
極
縮
液
－
一
一
炉
、
－
ア
葉
血
魅
下
降
作
用

A末
梢

血
管
二
一
縮
小
作
用
ア
Y
ヲ
見
－
プ
主
ト
ジ
ア
心
臓
衰
弱
－
一
基
グ
モ
ノ
ト
認
メ
タ
リ
。
業
他
後
藤
氏

『口3
A

臓
器
毒
研
究
一
一
営

y
肺
臓
「
ヱ
キ
ス
」
ノ

内
臓
血
管
慌
張
ヲ
認
メ
、
市
川
氏
（
包
）
A

子
宮
及
ピ
乳
腺
「
ヱ
キ
ス
L

ニ
付
キ
官
駿
セ

Y

モ
同
氏
－
一

一賛
意
ヲ
表
セ
ズ
。
業
他
多
数
ノ
質
験
ア

Y

モ

系
統
的
二
之
ヲ
研
究
シ
之
ヲ
説
明
セ

y
f
t
ノ
少
ク
殊
二
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
－
一
就
－
プ
A

之
ガ
設
明
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ア

Y
ヲ
聞
カ
ザ

Y
ヲ
以
－
プ
前
貫
駿
－
二
一
、
三
ノ
貫
駿
ヲ
加
へ
論
及
セ
ン
ト
ス
。

第
－
章
血
慶
降
下
作
用
機
轄

血
座
下
降
作
用
ノ
主
因
ト
シ
ア
A

要
ス

Y

二
心
臓
障
碑
ナ
Y
ヵ
、
或
A

内
臓
又
A

末
梢
血
管
ノ
慌
張
乃
至
A

小
循
環
ノ
穆
血
等
－
一
依
Y
ヵ、

又
A

業
全
部
ニ
一
依
Y
カ
或
A

一
部
分
－
一
因
Y
カ
ユ
ア

Y

ペ
シ
。
以
下
項
ヲ
這
フ
ア
鑑
別

血塵盤化Lアドレナリン司法射直後
＝於ケJレ酒精（1:3)／作用
健重2.150庖，8

↑0.1%盤化Lアドレナリン，0.5施注射
t Lヱキ見可プロキロ2.0姥注射

第十八園

部
A

心
臓
機
能
減
弱

〈
王
室
】
－
一
三
宮
ナ
Y

モ

セ
ン
ト
ス
。

第

一

項

宋

輔

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
管
牧
縮
作
用
有
Y

A
巳
－
二
娃
生
血
管
－
一
於
－
プ
讃
明
セ

y
。

而
己
ナ
ラ
ズ
紳
経
ヲ
以
－
ア
生
韓
ト
蓮
績
セ
シ
メ
タ
Y
場
合
－
一
於
－
プ
モ
同
様
縮
小
作
用
ヲ

認
メ
生
腫
内
二
注
射
セ

Y
場
合
－
一
一
於
－
7
A
其
作
用
ヲ
認
メ
ザ
リ
キ
。
之
レ
ニ
一
依
η
ノ
恐
ク

生
健
三
於
－
プ
モ
血
管
醸
張
－
一
作
用
ス
ト
A

考
へ
得
ザ
Y
ナ
リ
。
（
第
七
表
盛
昭
一
）

衣
二
盟
化
「
ア
ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
／
一
定
量
ヲ
家
兎
ノ
耳
静
脈
内
二
注
射
ス
M

戸
時
A

著
明

ナ
Y
血
煙
上
昇
ヲ
来
ス
、
此
場
合
二
於
－
7
末
梢
血
管
A

素
ヨ
？
大
部
分
ノ
内
臓
血
管
モ

牧
縮
セ

y
、
而
シ
－
プ
血
煙
ノ
高
調
－
こ
連
シ
一
定
セ

Y
場
合
一
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ

血

管



定
量
ヲ
注
射
セ
シ
ム

Y
時
A

明
カ
一
血
魅
下
降
作
用
ヲ
認
ム
。

卸
チ
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
腿
下
降
作
用
A

末
梢
血
管
菰
張
－
一
依
Y
毛
ノ
ト
認
ム

Y
ヲ
得
ズ
。

第

二

項

内

臓

血

管

本
「
ヱ
キ
ス
」
A
内
臓
血
管
－
一
一
於
ア
モ
縮
小
作
用
ア

Y

A
己
－
一
戸
～
さ

Z
E
氏
法
－
一
ヨ
9
質
験
セ

Y
所
ナ
Y

モ
街
、
家
兎
ノ
腹
部
－
一
於
－
ア
肝
牌

胃
腸
、
腎
臓
等
－
一
歪
Y
動
脈
ヲ
結
設
シ
直
三
腹
部
ヲ
縫
合
シ
頚
動
脈
－
一
一
於
夕
、
「
ヱ
キ
ス
」
注
射
前
後
品
於
ケ
Y
血
魅
タ
計
Y

－
一
、
向
著
明
ノ

血
腿
下
降
作
用
ア

9
0
之
ニ
依
η
ノ
観
Y

ニ
摘
出
胤
管
ノ
如
ク
作
用
ス

Y
カ
又
A
般

y
ユ
慌
張
ス

Y
ト
モ
血
魅
－
一
重
大
闘
係
司
ノ
有
ス

Y
程
、
著
明

ナ
ア
ザ
y
a
ベ
シ
。

第
六
巻

F「

原

善、4

血歴，（内政血管結事長）: i西橋Lヱキス寸（1:3）酸化

穏重1.700延，プロキロ2.0立E注射

第十九回

近

藤

目指

第

三

項

循

湯

臓
器
毒
ヲ
静
脈
内
二
注
射
ス

Y
時
A

肺
循
環
内
－
ア
血
栓
ヲ
生
ジ
循
環
障
碍
ヲ
起
ス
ト
一
五
ァ
。

余
A

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
於
－
T

ノ
モ
斯
カ

Y
作
用
ア
Y

カ
ヲ
検
索
セ

y
。
郎
、
硝
子
製
ノ

U
字

形
「
カ
ニ
ュ

l
ν
」
ヲ
製
シ
、
右
心
室
外
壁
－
一
、
先
ズ
煙
草
嚢
縫
合
ヲ
施
シ
置
キ
、
壁
日
一
小
穿
刺

ヲ
加
へ
直
－
二
方
ノ
「
カ
ニ
ュ

l
v
」
尖
端
ヲ
右
心
室
内
二
伸
入
シ
前
縫
合
ヲ
固
ク
結
猿
シ
他
方

λ

護
謀
管
一
一
ヨ

y
水
銀
「
マ
ノ
メ

l
，プ

y
b一
連
結
ジ
「
カ
ニ
ュ

1
レ
」
及
ピ
護
謀
管
内
－
一
三
一
五

%’
ノ
硫
酸
「
？
グ

、不
シ
ア
」
溶
液
ヲ
満
シ
置
ク
コ
ト
一
般
血
路
測
定
法
ノ
如
シ
。
斯
ク
ア
曲
線
ヲ

「
キ
予
グ
ラ
フ
イ
オ
ン
」
煤
紙
上
－
一
描
禽
セ
シ
ム
。
而
シ
ア
家
兎
耳
静
脈
内
－
一
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ

ス
」
ヲ
注
射
ス
ル
r

－
一
血
煙
ヲ
著
明
ζ

下
降
セ
シ
ム

Y

二
足
Y
量
ヲ
用
プ

Y

号
、
右
心
室
内
血
腿

A

著
鐙
ヲ
認
メ
ズ
。
素
ヨ

y
右
心
室
内
血
腿
A

大
動
脈
ノ
夫
レ
ト
異

y
甚
シ
ク
低
ク
斯
ノ
如
キ

方
法
－
一
－
プ

A
充
分
説
明
シ
得
－
フ
レ
ザ
Y

子
皿
勝
作
用
－
一
劉
シ
大
ナ
Y
作
用
ヲ
有
セ
ザ
Y

コ
ト

A

認
メ
特
ペ
シ
。

六
七
七

〈
第
参
波

三
五
〉



第
六
谷

，...、
原

著......., 

第
四
項 近

正長
迷
走
紳
経
抑
麿
神
経

六
七
八

（
第
参
時
制

一六〉

本
「
ヱ
キ
ス
」
A

一
部
迷
走
神
経
一
一
作
用
ヲ
む
ス

Y
事
A

魁
生
心
臓
及
ピ
血
管
作
用
－
一
於
－
7
認
メ
タ
Y
所
ナ

y
。
余
A

筒
、
抑
腰
紳
経
ガ
此
血

腿
作
用
二
如
何
ニ
影
響
ス

Y
ヤ
ヲ
見
シ
ト
欲
ジ
質
駿
ヲ
企
－
プ
タ
リ
ノ
。
而
シ
ア
頚
部
－
一
於
－
プ
先
グ
雨
側
迷
走
紳
蛭
ヲ
切
断
シ
、
衣
デ
一
定
量
ノ

（
鰻
重
一
厨
－
三
割
シ

0
・0
0玉
克
）
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
注
射

シ
ア
一
定
時
ノ
後
血
魅
ガ
常
態
ニ
復
シ
、
迷
走
紳
経
末
梢
端
ヲ
刺
戟
ス
w
y

モ

血
歴
二
影
響
無
キ
ユ
至

y
「
ヱ
キ
ス
」
ノ

一
定
量
ヲ
耳
静
脈
ヨ
リ
注
射
ス

Y
時
A

血
腿
A

著
明
ニ
下
降
ス

。又
迷
走
神
経
ト
同
時
－
一
抑
座
紳
経
ヲ

切
断
ジ
－
プ
前
向
抗
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
注
射
ス

Y

－
一
向
同
様
血
煙
下
降
作
用
ア
Y

7
認
メ
タ
ソ
。
郎

是
等
操
作
二
依

y
血
陣
作
用
A

多
少
減
弱
セ
ク
wy

、
モ
甚
ダ
聴
度
ナ

9
0

第

五

項

心

臓

作

用

娃
生
心
臓
作
用
A

微
量
ノ
場
合
一
一
於
ア
ノ
ミ
充
奮
作
用
ヲ
認
メ
b
y
y

毛
、
一
般
－
二
且
（
使
用

量
二
一
臆
ジ
業
運
勤
ノ
緩
徐
、
振
幅
〆
短
小
ヲ
・
来
し
V

著
ジ
キ
時
A

停
止
ス

Y

ュ
至

y
、
此
際
「
ア

ト
ロ
ピ
ン
」
及
ピ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
作
用
－
一
一
依

y
防
止
ス

Y
能
A

ザ
U

Y

A

前
述
ノ
如
ジ
。
然

レ
ド
モ
生
健
－
一
於
－
プ
通
常
血
座
下
降
作
用
ヲ
現
A

ス
量

－
一
一
炉
、
ア
如
何
ニ
作
用
ス
M
F

ヤ
ヲ
見
Y

A

甚
ダ
重
要
ナ
Y
事
項
ナ

y
。
而
シ
ア
賓
駿
方
法
ノ
所
－
一
記
載
セ
Y
方
法
－
一
依
リ
貫
験
セ
w
y

ュ
、
其
結
果
A

庭
生
心
臓
ト
符
節
ヲ
合
ス
ガ
如
ク
郎
本
「
ヱ
キ
ス
L
ノ
一
定
量
ヲ
家
兎
耳
静
脈

内
－
一
注
射
ス
w
y

時
A

心
臓
A

運
動
緩
徐
ト
ナ
リ
、
緊
張
ノ
減
弱
振
幅
ノ
短
小
ヲ
来
シ
、
著
シ

キ
時
ρ

殆
ド
瞭
張
ジ
僅
－
一
震
顛
扶
態
ト
成
u
ノ
、
失
デ
漸
究
侠
復
シ
運
動
活
援
且
頻
数
、
及

ピ
振
幅
増
大
ヲ
来
シ
「
ヱ
キ
ス
」
注
射
前
ヨ
η
ノ
モ
術
充
奮
性
－
一
作
用
ス
。
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コ
O
コ

O

D
コ

〉

〉

〉

。
哨
城
南
J
h
q
w
墳
嚇

h
城

y
考
究
ス
W
y

－
－
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
版
下
降
パ
全
国
川
ぶ
跡
隊
動

－
一
基
ク
モ
ノ
ト
認
メ
得
ペ
シ
。
而
レ
ド
モ
末
梢
血
管
又
？
内
臓
血
等
モ
生
樫
ノ
微
妙
ナ
Y
吾

家兎生穏心臓： i酉精Lヱキス吋(1:3）限化
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人
ノ
貰
験
範
園
ヲ
越
ヘ
タ
M
F

諸
穂
作
用
－
一
因
リ
此
血
煙
下
降
作
用
－
一
閥
輿
ス
グ
’
モ
ノ
ナ

Y
ペ
ジ
。

第
二
章
血
座
下
降
性
物
質
ノ
本
性

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
座
下
降
性
物
質
A

素
ヨ

9
車
一
ノ
物
ナ
ラ
ザ
Y

ペ
キ
A

明
カ
ニ
ジ
ア
之
ヲ
諸
種
操
作
ニ
依
リ
分
離
セ
ザ
Y
可－プ

ズ
。
而
シ
ア
其
操
作
中
副
産
物
ヲ
生
ズ
Y
恐
レ
有
Y

ヲ
以
ア
複
雑
ナ
Y
操
作
ヲ
用
フ
U
Y

事
無
ク
、
可
及
的
化
皐
的
薬
品
ノ
使
用
ヲ
避
ケ
タ

7
0

一
一
般
臓
器
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
腰
下
降
性
物
質
ニ
閥
ス

Y
文
献
ヲ
見
Y

ニ
句
毛
主

at
t
三

ニ一依
V

バ
多
ク
ノ
臓
器
中
ニ
A

ヲ
g
E
P
Zコ
ナ
Y
壬

ノ
ア

y
、
此
物
A

「
ペ
プ
ト
ン
」
又
A

「ア
Y
プ
モ

1
ゼ
」
ト
同
様
ノ
物
質
ナ
ク
ト
云
ヒ
、
＝
乙
｝

FE－－zz・
3
同

g骨
WE
E
－z
E『－C
M

（S
V
吋

E
F
Z

訟の
｝F
2
5・N
二
三
九
三
vL2・r
p
－L
2
4
戸
雪
己
2

3

国三
2
3
等
－
一
依

y
「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ノ
血
座
下
降
性
物
質
ナ
Y
事
ヲ
提
唱
セ
ク

v
by
y
ト
雄
毛
、

「
ヒ
ヨ
リ
シ
」
ノ
血
陸
作
用
一
一
就
－
7
A
種
々
ノ
議
論
ア

y
－
プ
寧
ロ
血
路
上
昇
作
用
ヲ
有
シ
、
其
血
膝
下
降
作
用
有
Y
A
分
解
セ
ラ
レ
タ
Y

不
純

「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ノ
作
用
ナ

y
ト
云
ヒ
、

P
E－－
zf
－zgr＝
＝
－
zz・2
け（円。）等

A
「
ヒ
ヨ
司
ノ
ン
」
ノ
少
量

A
血
煙
下
降
ヲ
、
大
量

A
土
井
作
用
ヲ
呈
ス

ト
云
ヘ
リ
。
と

ξ
P
Eg－戸
戸
恒
三
｝
2

〔｝）

A

｝）s
t
o
－
乙
忌
ト
同
一
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
－
一
就
キ
貫
験
ヲ
行
ヒ
前
者
A

血
路
下
降
作
用
ヲ
認
メ
、
後
者

A
却
－
プ
上
昇
作
用
ア
認
メ
タ
リ
ノ
ト
云
フ
。
而
シ
ア
〈
2
2
三
及
ピ

C
m
f
E
3
A
純
「
ヒ
ヨ

y
y
」
一
一
依
Y
血
陛
下
降
作
用

A
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」

注
射
二
依

y
下
降
セ
ザ
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
メ
寧
ロ
上
昇
ス

Y

ニ
モ
ヵ
、
ヮ
ラ
ズ
、
臓
器
「
ヱ
キ
ス
」
A

同
様
下
降
作
用
ヲ
有
ス
Y

モ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」

ニ
依
リ
倫
血
膜
下
降
ヲ
来
ス
ヲ
以
ァ
、
其
作
用
A

「
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ト
異
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
云
フ
。
新
ノ
知
キ
現
象
A

血
管
作
用
－
一
於
－
プ
毛
一
般
－
一

認
メ
ク

y
、
所
－
一
し
て
ア
叉
血
糖
作
用
－
一
就
ア
モ
同
様
現
象
ア
呈
ス
ト
主
張
ス

Y

モ
ノ
ア
リ
ノ
。

之
ヲ
要
ス

Y

－
一
「
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
」
ニ
血
酪
下
降
作
用
ノ
存
在
ス

Y
事
λ

既
定
ノ
事
貫
ナ
Y

て
葉
使
用
量
一
一
於
一
ア
又
A

動
物
ノ
個
性
ノ
如
何
ニ
依

リ
反
割
現
象
ヲ
呈
ス

Y
ガ
加
シ
。
向
、
臓
器
成
分
ト
云
A

ン
ヨ
リ
寧
ロ
ゑ
微
韓
ノ
作
用
－
一
因
Y
分
解
産
物
ト
見
倣
ナ
U
F

、
物
一
一
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」

ナ
Y

モ
ノ
ア
ソ
。
此
ノ
物
ノ
生
理
的
作
用
一
一
至

y
－
プ
モ
「
ヒ
ヨ
リ
シ
」
ノ
如
ク
、
業
使
用
量
一
一
底
ジ
ア
種
々
ノ
差
異
ア
ソ
。
而
シ
ア

k
E｝2
・
及
ピ

久
保
田

（C

A

脳
下
垂
館
後
葉
有
効
成
分
ト
シ
ア
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
、
」
ト
同
様
物
質
ア
分
離
シ
、
業
他
多
数
臓
器
ヨ
ロ
ノ
同
様
物
質
ヲ
説
明
シ
、
普
藤

氏
A

下
垂
憶
「
ヱ
キ
ス
」
A

血
膝
下
降
後
上
昇
作
用
ア
Y
ヲ
見
ア
、
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
及
ピ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
シ
」
ヲ
用
ヒ
研
究
ノ
結
果
、
血
魅
下
降
物

第
六
巻

F・司

康

著
‘」

近

藤

六
七
九

（
第
多
務

一七）



第
六
血
管
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原
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六
八

O

（

第

品
宮
山
部

三
八
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質
二
ヒ
ス
タ
ミ
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ノ
夫

v
－
二
致
ス
ト
云
ヘ
リ
ノ
。
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績
ト
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一
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
於
ア
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耐
熱
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シ
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蛋
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ヲ
除
去
ス
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モ
街
血
魅
作
用
著
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－e／
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O
L
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一
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時
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ラ
ザ
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事
A

明
カ
ナ
リ
ノ
。
又
有
効
成
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酒
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－
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行
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Y
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シ
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去
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モ
前
血
陣
下
降
作
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認
メ
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ア
セ
チ
リ
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y
y
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ト
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用
ニ
於
－
プ
モ
向
著
明
ノ
血
降
下
降
作
用
ヲ
認
メ
、
叉
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
灰
化
シ
タ
w
y

浸
出
液
モ
向
軽
度
ナ
ガ
一
フ
血
脹
下
降
作
用
ア

Y
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而
シ
ア
副
腎
皮
質
－
弓
ヒ
ヨ
リ
ン
」
ノ
多
量
－
一
存
在
シ
、
血
膜
下
降
作
用
ア
Y

A

H
」乙
Z
Z
8
3
3

ノ
初
メ
ア
唱
フ
Y
所
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ア
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、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
純
酒
精
ヲ
以
－
プ
頒
回
所
置
シ
比
較
的
章
一
ノ
物
ト
鴬
セ
MY

モ
ノ
ェ
「
ヒ
ヨ

9
ン」
様
作
用
ア
U
Y

ヲ
認
メ
之
ヲ
「
ア
セ
チ
リ
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

、

、
、
、
、
、

1
レ
ン
」
ス

Y
事
－
一
ヨ

y
強
毒
性
ト
成

y
、
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微
量
－
一
於
ア
著
明
ノ
血
脈
下
降
作
用
ヲ
呈
ス

Y
A
本
「
ヱ
キ
ス
」
中
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「
ヒ
ヨ
リ
ノ
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ノ
存
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ス
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、
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、
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、

謹
ト
認
ム
。
向
叉
一
面
ア
ロ
ト
川
uJー
ス
、
及
ピ
町
川
ゼ
ン
A

イ
ム
氏
等
ノ
反
感
ヲ
利
用
シ
、
関
化
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
（
カ

1
Y
バ
ヲ
ム

）
ヲ
封
照
ト
シ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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」
ト
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ノ
反
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ア
Y

ヲ
見
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p
o

之
官
一
依

y
皮
質
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ヱ
キ
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」
中
－
一
「
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ヨ

y
ン
」
ノ
移
行
シ
来

y
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ガ
血
路
二
関
奥
セ
U

F

A

明
カ
ナ
リ
ノ
。

次
ニ
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
A
臓
器
常
存
成
分
ト
ジ
－
プ
存
在
ス
M
Y

ヤ

否

ヤ

A
疑
問
ナ
9
0
血
座
下
降
作
用
A
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
ト
酷
似
ス

Y
毛

ご

と

3

E
r
－－2
3
等
ニ
依
レ
バ
草
食
動
物
ノ
血
腫
A

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
－
一
依
J
上
昇
セ

ラ
レ
、
肉
食
動
物
ノ
血
魅
A

下
降
セ
ラ
Y
ト
云
ヒ
、
で
こで乞
出7
2

2
モ
之
ニ
一
賛
意
ヲ
表
セ

y
。
叉
、
］
｝2
2
5
3

A
「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
A
、
一
千
高
分
ノ
一
濃
度
二
於
ア

A
蛙
心
－
一
充
奮
性
－
一
作
用
シ
閥
、
大
量
－一

於
ア
A
運
動
ノ
煩
数
ヲ
来
ス
ト
論
ジ
、

5
0
F
F
E
Z
－、
3

A

百
高
乃
至
二
百
高
分
ノ
一
濃
度
－
一
一
於
a

プ
家
兎
心
臓
－
一
一
割
シ
捧
勤
頻
数
及
ピ
振
幅

ノ
増
大
ヲ
来
シ
向
十
倍
濃
度
－
一
一
於
－
7
A
持
動
及
ピ
振
幅
ノ
減
少
ヲ
・
来
ス
ト
云
へ

y
。

是
等
文
献
ガ
巣
シ
ア
異
ナ

y
ト
セ
バ
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
ト
一
部
－
一
一
於
ア
全
ク
反
謝
ナ

y
。
而
シ
ア
向
、
限

y
ユ
「
．
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」

ナ
y
ト
考
ヘ
シ
カ
乾
燥
粉
末
－
一
於
－
プ
A

多
量
ノ
「
ヒ
ス
タ
ミ
シ
」
ア
合
有
ジ
其
効
力
－
一
於
－
ア
新
鮮
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
比
シ
著
ジ
ク
強
力
ナ
ラ
ザ
Y
可

ラ
ズ
。
然
M
Y

ニ
事
質
A

杢
ク
異

y
、
乾
燥
粉
末
A

決
ジ
ア
新
鮮
「
ヱ
キ
ス
」
ヨ
リ
強
カ
ラ
ズ
、
寧
ロ
弱
キ
ガ
如
ク
、
又
「
ヱ
キ
ス
」
製
造
後
時
日
ア



経
過
ジ
タ
MF
「
ヱ
キ
ス
」
A
其
効
力
ノ
減
弱
セ
w
F
A
余
ノ
経
験
ス
Y
所
ナ

y
。
之
V

「
ヒ
ス
タ
ミ
ン
」
ノ
性
質
－
一
反
ジ
寧
ロ
「
ヒ
ヨ

yuJ
」
ノ
性
質

ニ
類
似
ス
。

以
上
ノ
理
由
－
一
依

y
血
座
下
降
性
物
質
A

主
ト
シ
ア
「
ヒ
ヨ

y
ン
L
叉
A

「
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
」
様
物
質
ナ
Y
ペ
ク
、
且
一
部
無
機
購
類
ノ
共
働
作
用
－
一

因
9
増
強
セ
ラ
y
、
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
MF
。
尚
之
ヲ
立
誼
ス
ペ
キ
事
賓
－
一
就
－
7
A
後
目
前
報
告
ス

Y
機
曾
ア
Y
ペ
ジ
。

第
七
福

芳
按
及
ビ
纏
揺

一
‘
考
按

余
A

副
腎
皮
質
ノ
機
能
ヲ
研
究
セ
ン
ト
企
－
ア
先
グ
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
生
理
的
作
用
ニ
ヨ
リ
ノ
皮
質
中
－
一
合
有
セ
ラ
Y

、
物
質
ノ
性
紋
ヲ

窺
知
セ
ン
ト
欲
シ
、
諸
積
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
作

y
之
ガ
呼
吸
、
血
魅
－
一
及
ス
影
響
、
並
ユ
心
臓
作
用
及
ピ
血
管
作
用
－
一
就
ア
研
索
シ
、
業
有
効
成
分

ノ
本
性
－
一
迄
追
究
セ

9
0
而
シ
ア
血
腿
－
一
封
ジ
ア

A
蒸
留
水
及
ピ
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
炉
、
ア
A
或
A
上
昇
作
用
ヲ
有
ジ
或
A
下
降
作
用
ヲ
有
ジ

一
定
セ
ズ
。
「
ヱ

1
－プ
Y

、
ヱ
キ
ス
」
又
A
「ヱ

1
－7
Y
」
抽
出
物
A
僅
カ
一
一
下
降
作
用
有
Y
ヵ
、
叉
A
殆
ド
影
響
無
U
F
O

従
ア
血
煙
上
昇
性
又
A

下
降
性
物
質
A

「ヱ

l
－ア
Y
」
ニ
移
行
ジ
難
キ
ヲ
知
M
Y

ト
共
－
弓
ヱ

l
－プ
Y
」
抽
出
物
A

血
煙
－
一
何
等
ノ
影
響
無
キ
モ
ノ
ト
認
メ
得
ペ
ジ
。
叉
、
血

座
上
昇
作
用
物
質
A

「ヱ

1
－7
y
」
ζ

移
行
ジ
難
キ
ト
、
過
酸
化
水
素
又
A
酸
素
－
一
一
依
9
酸
化
ス

Y
時
A
実
作
用
ヲ
失
フ
ニ
ヨ

9
血
座
上
昇
作

用
物
質
A

「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
又
A

「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
様
物
質
－
一
因
Y

コ
ト
明
カ
ナ

y
。
曾
－
プ
閉
山
戸
－
i
c－－己

agNNC｝
一
三
ガ
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ

ス
」
－
一
血
塵
上
昇
作
用
ヲ
認
メ
心
臓
運
動
ヲ
緩
徐
ナ
ラ
シ
メ
、
業
際
牧
縮
作
用
ヲ
増
強
セ
シ
ム
ト
一
吉
ヒ
シ
A

明
カ
－
一
一
l

ア
ず
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
作
用

ノ
閥
輿
ス
Y

ヲ
物
語
Y

毛
ノ
ナ
9
0
又
藤
井
氏
3

A
著
明
ノ
血
廊
下
降
作
用
ヲ
認
メ
タ
Y

ニ
徳
光
氏
｛
g

A
殆
ド
影
響
無
キ
ガ
、
僅
カ
ェ
下
降

作
用
ヲ
認
メ
タ
Y
A
其
使
用
量
ノ
少
量
ナ
Y
カ
或
A
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
様
物
質
ノ
混
在
セ
Y

－一依
Y
ナ
Y

ペ
シ
。

F
o
r
z
p
ロロ〔
g

A

副
腎
皮
質

「
ヱ
キ
ス
」
ノ
血
魅
下
降
作
用
ヲ
認
メ
、
化
皐
的
－
一
「
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
」
ヲ
抽
出
ジ
、
之
ヲ
以
47
血
座
下
降
物
質
ノ
本
鰻
ト
セ

9
0

余
川
敷
段
－
一
分
チ
其
性
朕
ヲ
観
察
セ

y
。
旬
、
煮
沸
－
一
依
9
其
耐
熱
性
ナ
M
Y

コ
ト
、
蛋
白
ヲ
除
去
ス

Y

コ
ト
ェ
依

y
蛋
白
質
ナ
ラ
ザ
Y

コ
ト

ヱ
キ
ス
」
又
A

「ヱ

l
e
y
y
」
抽
出
物
ガ
血
肱
－
一
作
用
無
キ
ニ
依

p
脂
肪
及
ピ
類
脂
肪
等
－
一
非
－
フ
ザ
Y

7
知
y
。更
ュ
進
シ
デ

及
ピ
「
ヱ

1
－プ
Y
、

第
六
巻
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原
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ili 
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第
六
巻

F『

原

司皇
、~

逗

藤

六
八

（
第
参
蛾

四

O
）

蛋
白
除
去
っ
ヱ
キ
ス
」
－
一
就
キ
無
水
酷
酸
－
一
－
プ
慮
置
ス
山
戸
時
A

葉
作
用
劇
烈
ト
ナ
Y
ヲ
認
メ
、
前
此
無
蛋
白
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
付
顕
微
化
準
的
検
査

ヲ
行
ヒ
、
「
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
」
同
様
ノ
反
感
ア
Y

ヲ
認
メ
血
煙
下
降
作
用
－
一
一
割
シ
つ
ヒ
ヨ
リ
ノ
ン
」
又
A

「
ヒ
ヨ

y
ン
」
様
物
質
ノ
闘
輿
セ
Y

ヲ
知
η
ノ
、
衣
デ

副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
一
決
化
セ
Y
者
－
一
於
－
ア
モ
前
制
度
ノ
血
腿
下
降
作
用
ア
Y

ヲ
認
メ
、
無
機
関
類
宅
亦
一
部
血
陛
下
降
作
用
－
一
関
係
セ
Y

7

知
y
。
而
シ
ア
血
煙
下
降
作
用
ノ
本
態
A

「
ヒ
ヨ
η
ノン
」又
A

「
ヒ
ヨ
ソ
ン
」
様
物
質
ノ
作
用
ガ
、
主
ナ
Y
ガ
如
ク
之
ニ
無
機
購
類
ノ
共
働
作
用
一
一

依
リ
増
強
セ
ラ
Y

、
モ
ノ
ト
解
ス
ペ
ク
、
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
一
一
ヨ

y
大
「
ヱ
キ
ス
L

作
用
ノ
全
ク
防
止
ジ
得
ず
Y
理
由
毛
鮮
明
セ
ラ
レ
タ
Y
戚
ア
、．、．

リ
、
（
却
灰
化
「
ヱ
キ
ス
」
A
筋
肉
ユ
直
接
－
一
作
用
ス
Y

タ
メ
）
呼
吸
作
用
－
一
就
－
7
A

F

プ
乞
：
ニ
ピ
ミ
ニ
E

E

A
影
響
無
シ
ト
云
プ
毛
、
藤
井

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、

氏｛
S
A
副
腎
皮
質
食
鳴
水
「
ヱ
キ
ス
」

A
呼
吸
中
極
ニ
劉
シ
尤
脅
性

ニ
作
用
シ
「
モ

Y

ヒ
シ
」
ヲ
用
ヒ
呼
吸
中
橿
ヲ
麻
庫
セ
シ
メ

タ
Y
呼
吸
中
橿

ニ到し
V

充
奮
性
－
一
作
用
ス
ト
云
ァ
。
余
A
「ヱ

1
4プ
Y

、
ヱ
キ
ス
」
又
A
「ヱ

1
7
y
し
抽
出
物
A
呼
吸
－
一
殆
ド
影
響
無
ク
、
一
決
化
つ
ヱ
キ
ス
」
モ
亦

著
明
ナ
ラ
ズ
、
蒸
舘
水
又
A

酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ニ
於
ア
抑
制
作
用
ヲ
起
シ
、
其
作
用
A

血
燃
作
用
ト
同
様
－
一
ジ
ア
血
脹
ノ
常
態
－
一
復
ス

Y
時

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

 

A

呼
吸
亦
尋
常
ト
ナ
リ
、
・
次
J

ア
元
常
性
ェ
作
用
ス
、
此
ニ
究
的
充
奮
作
用
A

、血
眼
下
降
－
一
ヨ
η
ノ
血
液
中
茨
酸
ガ
穆
積
シ
、
之
ガ
呼
吸
中
橿
ヲ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
、
、
、
‘
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

刺
戟
ス
b
y
z

依
Y

モ
ノ
ト
解
セ
ラ
Y
、
而
ジ
ア
藤
井
氏
ノ
追
試
ト
ジ
ア
「
モ
Y

ヒ
、
グ
」
ヲ
用
ヒ
呼
吸
中
極
ヲ
麻
庫
セ
ジ
メ
タ
Y
後
本
「
ヱ
キ
ス
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

ヲ
注
射
ス

Y
時
A

著
明
ニ
呼
吸
制
止
作
用
表
A

V

殆
ド
呼
吸
ガ
停
止
セ
ン
ト
ス

Y

ニ
至
y
。
而
ジ
ア
作
用
物
質
ノ
本
性
モ
亦
血
魅
ノ
場
合
ト

同
様
ノ
順
序
－
一
行
ヒ
血
腿
ト
平
行
シ
，
プ
現
A

Y

、
所
ヨ
リ
亦
同
様
ノ
物
ナ

y
ト
認
メ
得
ペ
ジ
。
而
シ
ア
「
ヒ
ヨ

y
ン
」
ノ
呼
吸
作
用
－
一
就
e

プ
A

出
。
c
一ニ
】｝
1
5
0
F－一「口一
戸時三己主－
5
C
F
L
H
U
7
＝Jrd
E
C
Fa
ご
等
－
一
ヨ

y
制
止
作
用
ア
Y
ヲ
認
メ
一
ブ
V

、
叉
ノ
イ
η
ノ
ン
（
Z
2
2
・2
）
ニ
就
－
プ
A

m山口
｝
二
】
ム
ユ
『

】
【

4
J
・1
5
及
ピ
矢
田
氏
｛
き
等
－
ニ
依
リ
ノ
同
様
作
用
ア
w
y

ヲ
認
メ
ラ
Y
。
「
ヱ

1
－7
y
し
抽
出
物
A

余
／
質
験
－
一
於
－
ア
殆
ド
影
響
無
ク
大
量
－
一
一
於
－
プ

、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

僅
エ
充
奮
ス
M
F

ガ
如
キ
モ
著
明
ナ
ラ
ズ
。
此
ノ
如
ク
副
肯
皮
質
中
－
一
多
量
－
一
合
有
セ
ラ
w
y

「
ヒ
ヨ

y
ン
」
－
一
於
－
ア
呼
吸
制
止
作
用
ヲ
有
シ
蛋
白
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

脂
肪
類
及
ピ
脚
類
等
＝
於
－
プ
殆
ド
何
等
ノ
作
用
無
キ
ヲ
以
e

プ
考
フ

y
z
、
副
腎
皮
質
「
ヱ
キ
ス
」
A

余
ノ
賞
験
範
囲
ニ
於
－
プ
A

制
止
的
－
一
作
用

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ス
M
F

ヲ
至
営
ナ
リ
’ト
信
X
。

心
臓
作
用
－
一
就
ア
A
「ヱ

1
－プ
Y
L
抽
出
物
A
僅
カ
ユ
充
奮
作
用
ア
呈
ジ
、
微
量
ノ
水
又
A
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
ア
注
入
ス
Y
時
A
克
奮
性
－
一
作
用



ス
Y

号
、
其
他
注
射
量
ニ
即
応
ジ
制
止
作
用
ヲ
表
A

シ
、
甚
ジ
キ
時
A

途
二
連
動
停
止
ヲ
来
ス
M

F

ζ

至
M
F

。
・
次
デ
究
第
四
一
常
態
ニ
復
ジ
、
ニ
究
的

、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
．
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

元
奮
作
用
ヲ
呈
ス
。
一
間
シ
ア
此
、
二
究
的
充
奮
作
用
A

呼
吸
ノ
場
合
ト
異

y
著
明
ニ
シ
ア
持
績
永
ク
「
ア
ド
レ
ナ
9
ン
」
ヲ
破
壊
ス

Y

毛
、
叉
京

、
、
、
、
‘
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、

．．
 

、
、
、
、
、
、

化一
i

ヱ
キ
ス
」
ヲ
用
フ
w
F

モ
向
此
作
用
ヲ
認
ム

Y
ヲ
以
ア
、
無
機
購
類
ノ
作
用
－
一
陣
ス
ペ
キ
ナ

7
0
而
ジ
ア
初
期
心
臓
制
止
作
用
A

「
ア
ト
ロ
ピ

ン
」
及
ピ
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
二
依

y
之
ヲ
防
グ
事
能
A

ズ
、
開
化
「
バ
リ
ク
ム
」
－
一
依

y
一
程
度
迄
防
グ
事
ヲ
得
M
F

ノ
ミ
ナ
M
Y

－一依

y
、
本
「
ヱ

、
、
．
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

キ
ス
」
ノ
作
用
A

一
部
心
臓
筋
肉
一
一
直
接
－
一
作
用
シ
、
一
一
部
神
経
一
一
作
用
ス

Y
ガ
如
シ
。
本
「
ヱ
キ
ス
」
ヨ
リ
蛋
白
及
開
類
ヲ
可
及
的
除
去
セ

Y

「
ヱ
キ
ス
」
A

比
較
的
克
ク
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ニ
反
感
ス

Y

ニ
至

y
、
同
「
ヱ
キ
ス
」
ヲ
無
水
酷
酸
ニ

47
薩
置
セ

Y
「
ヱ
キ
ス
」
λ

、
微
量
－
一
於
ア
其
心

臓
制
止
作
用
著
明
－
一
ジ
ア
、
此
少
量
ヲ
使
用
ジ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
7
作
用
セ
ジ
ム
山
戸
時
A

殆
ド
完
全
－
一
葉
作
用
ヲ
除
去
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
、
五
－
一
於

ア
心
臓
作
用
ニ
於
ア
モ
亦
神
経
－
一
作
用
ス

Y
物
質
ト
、
直
接
心
筋
－
一
作
用
ス

Y
物
質
ト
ノ
二
種
ノ
北
’働
作
用
－
一
ヨ
リ
斯
カ
Y
複
雑
ナ
Y
作
用
ヲ

呈
ス

Y

モ
ノ
ト
認
メ
ラ
Y
、
ロ
p
乙

2
及
ピ
（
一

40EEL｝
EhFロ
ロ
等
A

副
腎
皮
質
酒
精
「
ヱ
キ
ス
」
－
一
就
キ
心
臓
制
止
作
用
ヲ
認
メ
、
同
「
ヱ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

コ

キ
ス
」
ヲ
双
化
ス

Y

ェ
著
明
ノ
制
止
作
用
ヲ
表
A

ジ
実
作
用
A

「カ
η
ノ
ウ
ノ
ム
」
ノ
作
用
ト
同
様
ナ
Y
ヲ
以
ア
此
制
止
作
用
ァ
「
カ
ヂ
グ
ム
」
ノ
作
用

。コ
D

O

D

D

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．

U

砦
釦
モ
戸
ド
潟
セ

y
、
市
シ
e

プ
氏
A

初
期
及
ピ
二
女
的
充
奮
作
用
A

之
ヲ
認
メ
ザ
Y
ガ
如
ジ
。
余
A

此
制
止
作
用
A

以
上
ノ
質
験
－
一
依

y
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

部
「
ヒ
ヨ
リ
ノ
シ
」
及
ピ
「
ヒ
ヨ
司
ノ
ン
L
様
物
質
－
一
依
Y

モ
ノ
－
ご
v

こ
プ
一
部
無
機
関
類
ノ
共
働
作
用
－
一
依
Y

モ
ノ
ト
解
セ
ン
ト
ス
。

血
管
作
用
ニ
就
－
プ
モ
末
梢
血
管
及
ピ
内
臓
血
管
ニ
於
－
プ
モ
同
様
牧
縮
作
用
ア
有
シ
、
前
同
様
ノ
順
序
－
一
検
索
シ
一
部
血
管
筋
一
一
二
部
血
管

牧
縮
紳
経
ニ
作
用
シ
葉
牧
縮
作
用
ヲ
起
ス
事
ヲ
認
メ

タ
リ。

血
跡
下
降
作
用
機
轄
ニ
就
一
プ
ハ
末
梢
血
管
、
内
臓
血
管
ノ
牧
縮
作
用
ヲ
認
メ
、
内
臓
血
管
結
染
後
血
魅
ヲ
計

y
「
ヱ
キ
ス
」
注
入
品
一
依

y
前
血

座
下
降
ス

Y
ヲ
以
ア
、
末
梢
及
ピ
内
臓
血
管
ノ
瞭
張
作
用
ヲ
否
定
し
v
、
究
デ
肺
循
環
血
煙
ア
心
臓
右
室
－
一
於
ア
測
定
ジ
殆
ド
獲
化
無
キ
ヲ
訟

メ
、
是
等
作
用
ノ
血
腿
下
降
作
用
ニ
大
ナ
Y
意
義
ヲ
有
セ
ザ
Y
ヲ
知

y
、
最
後
－
一
生
鱒
心
臓
－
一
及
ス
本
「
ヱ
キ
ス
」
ノ
作
用
ヲ
検
索
ス

Y

－
一
心
臓

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

 

ム
慌
張
ジ
来
リ
運
動
緩
徐
及
ピ
振
幅
短
小
ヲ
来
ジ
、
殆
ド
停
止
セ
ン
ト
ス

Y

ニ
至
Y

7
認
メ
、
途
一
一
血
腿
下
降
作
用
A

多
少
他
ノ
傑
件
山
加
A

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

炉
事
ア
ラ
ン
モ
主
ト
シ
ア
心
臓
障
碍
－
一
ヨ

y
惹
起
セ
タ

y
、
モ
ノ
ト
認
メ
ザ
戸
ヲ
得
ザ
w
y

ニ
至
y
。
血
煙
下
降
物
質
－
一
就
－
プ
A

巳
ュ
遁
ペ
タ

y
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d
N

如
ク
脂
肪
及
ピ
蛋
白
類
－
一
非
ラ
ズ
耐
熱
性
－
－
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’‘一．』

Experimentelle Untersuchungen iiber die Furktion der Nebennierenrinde. 

(I. Mitteilung) 

Von 

Dr. T. KONDO. 

(Aus dem physiolo;;ischm Ins ti tut det・ i¥Tedi口，chcnAkadcmie zu Kio lo.) 

(Vorstand; Prof. lk Ocm.）〕

(Eingcgangen am zo. Mai 1929) 

Die Funktion des Nebennierenmarks wird jetzt in der Produktion des Adrenalins erblikt. Uber die Funktion clcr 

N ebennierem・i口deaber gehen die Ergebnisse und Anschauungen cler Autorcn vけlligauscinander und halten noch zu 

kcinem eindeutigen Result:It gefLihrt. 

Verf studierte in erster Linie die physiologische Wirkung des Extraktes der Nebenniじrenrincle,festzustellen, ob es 

sich bei der Wirkung des Extraktes um eine hermon;i.rtige handle oder nicht. 

Die Resultate sind kurz zusammengefasst die folgenclen : 

1) Nach intravenosen I吋ビktion des Ex:tral王tes kom；川 es beim Kani日ch心日 zu Stcig己川口g oder Fallcs des 

Blutdruckes, w江hrendbei ¥Vasser：づtoffsuperoxycl-oclerSλ¥1じrstoffdurchleitungdes Extrakts nur Bl11tdruckscnkung einstellt. 

Der Mechanismus der Rlutclrucksenkung beruht !1aupt日chlichauf Herzsch~idigung. 

2) Die Atl町出ewegungdes I三aninclにer hじmr川 d巴rEx tr【

nar1王otisiertenrく~aninιchen deutlich hervor. 

3) Sowohl beim K山icher 悶 ・zen in Situ als a川 1 am a山 gcsch口ittじnen, klinstlich ernahrten Kni1 

右京 1（~ ［磁榔］ 鋭機 4くく+1 （紙偽室長 国民）
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Kri:iten-herzen tritt im allgemienen die ¥¥'ir七ungdes E:--.:trakts zutage und zwar zunachst iロFormvon I-Iemmung und 
danach in Erreg・ung. Nur bei klcincn Doscn kommt es ohnc Hernmung zur Er rじgung.

4) D己rE:--.:trakt bじwirkts仁）＼、・oh!am 辻L;gcschn tenen’l王i

Kaninchens als auch am I一Iint巴r巴xtr一emit:tt【 undEingeweiJじgd江SSCιiじ1・I三riitenKυntraktion. 

5) Di己 wi rk阜辻Ill仁nSul予：st込l

ren, aber kaum mit Aether. 

6) Die ¥Virkung des E:--.:tr北 te:; wirJ d川 chAtrnpinzu刈 tznur ＇山 iig gehcmmt, abcr mit dcm mitlcls absol. 

Alkohols gじrυnigtcnExtraktc ziemlich gut und besonders beim mit acctyliertcm Extrakte f凶 ttotal. 

7) Die ¥Virku1 des E）王tr

8) Die 1九アirkt g 仁1亡5 vera日＞Chtcn Extrakts wird deutlich herabgesctzt. ． 
9) D巴reiもveissfreieExtrakt ＇干eisteine ziemlich schw孟cherevVir 

ro) Durch Acetylie川

r 1) Die wir』rnngdes veraschten extrakts wire¥ <lurch atropingusatz fast gar nisht beeinflusst 

Iヱ） Bei dem Angril『J-:;1】unktdes Ext日kts ｝別

um ］ミeizungdes Mus］王巴Isselbst. ． 

I 3) Auf Grund der obi gen Resultate bin ich zu der Ansicht gekommen class die wirksamen Substa回 endes 

Nebennierenextrakts zum grossen Teile Cholin oder Cholinahnliche Substanzen sine!, zu einem Teil jedoch auch 

anorganische Substanzen. (Autoreferat.) 


